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原　

由
美
子

は
じ
め
に

古
代
日
本
に
お
け
る
公
的
な
神
祇
祭
祀
の
制
度
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
成
立
し
た
律
令
の
神
祇
令
を
支
柱
と
し
て

展
開
す
る
。
こ
の
神
祇
祭
祀
の
名
称
に
関
し
て
、
井
上
光
貞
氏
は
、「“
律
令
的
祭
祀
”
と
よ
ぶ
も
の
は
、
八
世
紀
初
頭
に
公
布
さ
れ
た
大
宝

令
の
、
神
祇
令
と
よ
ぶ
べ
き
篇
目
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
実
施
さ
れ
た
国
家
祭
祀
の
こ
と
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、「“
律
令
的
祭
祀
”
と
よ

ぶ
と
き
、
そ
の
言
葉
の
中
に
、『
令
』
と
と
も
に
、
同
時
に
そ
れ
に
伴
う
『
式
』
を
も
含
ま
せ
て
お
く（

（
（

」
と
述
べ
た
。
神
祇
令
だ
け
で
は
な

く
『
延
喜
式
』
の
「
神
祇
式
」
等
に
規
定
さ
れ
る
も
の
を
含
め
た
神
祇
祭
祀
全
体
を
「
律
令
的
祭
祀
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

従
来
、
律
令
国
家
の
神
祇
祭
祀
に
言
及
す
る
際
に
は
、
こ
の
「
律
令
的
祭
祀
」
を
対
象
と
す
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
中
で
三
橋
正
氏
は
、

神
祇
令
に
規
定
さ
れ
る
「
律
令
祭
祀
」
が
理
念
通
り
に
執
行
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
「
精
神
的
欠
如
を
補
う
た
め
の
方
策
」
と
し
て
、
神
祇

令
に
規
定
さ
れ
な
い
「
律
令
外
祭
祀
」
が
成
立
・
展
開
し
た
と
両
者
を
区
別
し
た（

（
（

。
そ
し
て
、「
律
令
外
祭
祀
」
の
例
に
伊
勢
斎
王
制
度
と

（



『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』
奏
上
儀
礼
と
を
挙
げ
、
天
皇
に
深
く
関
わ
る
と
い
う
類
似
点
等
を
検
証
し
た
。
三
橋
氏
の
「
律
令
外
祭
祀
」
に
重
点

を
置
く
視
点
は
画
期
的
で
あ
り
、
伊
勢
・
出
雲
の
祭
祀
が
「
律
令
祭
祀
」
を
補
完
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
観
点
は
、
そ
の
ま
ま
当
該
期
に

お
け
る
伊
勢
・
出
雲
が
王
権
を
輔
弼
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、「
律
令
外
祭
祀
」
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
も
の
が
二
例
と
、
そ
の
類
型
を
見
る
に
は
素
材
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
律
令
外
祭
祀
」
を
よ
り
広
く
と
っ
て
類
型
を
求
め
、
そ
の
神
祇
祭
祀
制
度
の
中
で
の
役
割
を
考
察
す
る
。
ま
ず
は
、

単
に
「
律
令
的
祭
祀
」
内
の
「
神
祇
令
」
外
で
は
広
範
囲
な
た
め
、『
延
喜
式
』
の
「
神
祇
式
」
に
規
定
さ
れ
る
も
の
を
三
橋
氏
の
「
律
令

外
祭
祀
」
と
区
別
し
、「
令
外
祭
祀
」
と
ひ
と
ま
ず
定
義
付
け
、
そ
の
共
通
点
・
相
違
点
を
史
料
か
ら
探
っ
て
い
く
。
次
に
、
共
通
点
が
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
共
通
す
る
特
徴
を
探
り
出
し
、
相
違
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
各
々
の
特
徴
を
解
明
す
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、

「
令
外
祭
祀
」
が
律
令
神
祇
制
度
の
中
で
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
に
し
て
い
く
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
、

他
の
神
祇
祭
祀
と
比
較
す
る
こ
と
で
、『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』
奏
上
儀
礼
等
の
神
祇
祭
祀
を
単
独
で
考
察
し
た
中
で
は
見
出
せ
な
か
っ
た
特

徴
を
発
見
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
期
待
し
た
い
。

一　
「
律
令
祭
祀
」
の
基
礎
的
考
察

先
行
研
究
で
は
「
律
令
外
祭
祀
」
の
役
割
を
「
律
令
祭
祀
」
が
理
念
通
り
に
実
行
で
き
な
か
っ
た
時
の
精
神
的
欠
如
を
補
完
す
る
も
の
と

捉
え
て
い
た（

（
（

。
こ
の
“「
律
令
祭
祀
」
の
補
完
”
と
い
う
点
を
「
令
外
祭
祀
」
の
役
割
を
考
察
す
る
目
安
と
す
る
。
そ
の
た
め
本
章
で
は
、

「
律
令
祭
祀
」
が
そ
も
そ
も
担
っ
て
い
た
役
割
の
確
認
に
向
け
て
、
ま
ず
「
律
令
祭
祀
」
を
記
載
し
て
当
時
の
神
祇
祭
祀
制
度
の
根
底
と

な
っ
て
い
た
古
代
日
本
の
神
祇
令
に
つ
い
て
改
め
て
整
理
し
て
い
く
。

（



1　

神
祇
令
の
成
立
と
内
容

律
令
は
、
元
来
中
国
の
国
家
シ
ス
テ
ム
を
定
め
た
法
典
で
あ
る
。
周
知

の
よ
う
に
日
本
の
律
令
は
、
唐
の
律
令
（
以
下
、
唐
令
（
を
参
照
し
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
に
は
七
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
が
関

係
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
隋
の
煬
帝
が
六
一
二
年
か
ら
始
め
た
高
句
麗

遠
征
を
皮
切
り
に
、
六
六
二
年
の
白
村
江
の
戦
い
を
経
て
、
六
七
七
年
に

統
一
新
羅
が
成
立
す
る
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
こ
の
期
間
は
ま
さ
に
、
早

川
庄
八
氏
が
「
戦
争
の
世
紀（

（
（

」
と
称
し
た
よ
う
に
激
動
の
時
代
だ
っ
た
。

こ
の
緊
張
し
た
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
に
、
古
代
日
本
に
お
い
て
も
中
央

集
権
国
家
の
建
設
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
律
令
制
導
入
は
、
そ
の
一

環
に
し
て
根
幹
だ
っ
た
。

今
日
伝
存
す
る
の
は
『
令
義
解
』
や
『
令
集
解
』
等
で
伝
え
ら
れ
た
養

老
令
と
養
老
律
の
一
部
で
あ
る
。
そ
の
養
老
令
（
七
一
八
年
制
定
（
に
記

載
さ
れ
る
神
祇
令
（
以
下
、
神
祇
令
（
の
内
容
は
、
大
宝
令
（
七
〇
一
年
制

定
（
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
変
更
点
は
字
句
や
名
称
の
変
更
程
度

だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
宝
令
の
制
定
時
に
お
い
て
、
古

代
日
本
の
神
祇
令
の
骨
格
は
ほ
ぼ
定
ま
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
条
文
は
、
全
部
で
二
十
箇
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
【
表
①
】。
そ

【表①】神祇令の条文
条文名 本　　文

（ 天神地祇条 凡天神地祇者。神祇官皆依常典祭之。
（ 仲春条 仲春（祈年祭）
（ 季春条 季春（鎮花祭）
（ 孟夏条 孟夏（神衣祭　大忌祭　三枝祭　風神祭）
5 季夏条 季夏（月次祭　鎮火祭　道饗祭）
6 孟秋条 孟秋（大忌祭　風神祭）
7 季秋条 季秋（神衣祭　神嘗祭）
8 仲冬条 仲冬（上卯相嘗祭　寅日鎮魂祭　下卯大嘗祭）

9 季冬及諸祭条 季冬（月次祭　鎮火祭　道饗祭）前件諸祭供神調度。及禮儀。齋日。皆依別式。其祈年月次祭
者。百官集神祇官。中臣宣祝詞、忌部班幣帛。

（0 天皇即位条 凡天皇即位。惣祭天神地祇。散齋一月。致齋三日。其大幣者。三月之内令修理訖。

（（ 散斎致斎内条 凡散齋之内。諸司理事如舊。不得弔喪問病。食宍。亦不判刑殺。不決罰罪人。不作音樂。不預
穢惡之事。致齋。唯祭祀事得行。自余悉斷。其致齋前後兼為散齋。

（（ 散斎期間条 凡一月齋為大祀。三日齋為中祀。一日齋為小祀。
（（ 践祚条 凡踐祚之日。中臣奏天神之壽詞。忌部上神璽之鏡釼。
（（ 大嘗条 凡大嘗者。每世一年。同司行事。以外每年所司行事。
（5 祭祀条 凡祭祀。所司預申官。官散齋日平旦頒告諸司。
（6 供祭祀条 凡供祭祀幣帛。飲食。及果實之屬。所司長官親自檢校。必令精細。勿使穢雜。
（7 常祀之外条 凡常祀之外。須向諸社供幣帛者。皆取五位以上ト食者充。唯伊勢神宮。常祀亦同。

（8 朝廷大祓条 凡六月十二月晦日大祓者。中臣上御祓麻。東西文部。上祓刀。讀祓詞。訖。百官男女。聚集祓
所。中臣宣祓詞。ト部為解除。

（9 諸国大祓条 凡諸國須大祓者。每郡。出刀一口。皮一張。鍬一口。及雜物等。戶別。麻一條。其國造出馬一疋。
（0 神戸条 凡神戶調庸及田租者。並充造神宮及供神調度。其稅者。一准義倉。皆國司檢校申送所司。

「令外祭祀」について（



し
て
こ
の
二
十
箇
条
は
、
次
の
よ
う
に
大
き
く
五
種
に
分
類
が
可
能
で
あ
る
。

（
一
（
第
一
条
は
、
神
祇
令
の
い
わ
ゆ
る
「
総
則
」
の
よ
う
な
内
容
を
記
載
し
て
い
る
。

（
二�
（
第
二
条
か
ら
第
九
条
、
第
十
条
、
第
十
三
条
と
第
十
四
条
、
第
十
八
条
と
第
十
九
条
が
当
て
は
ま
る
。
こ
れ

ら
が
「
律
令
祭
祀
」
の
規
定
で
あ
る
。
特
に
、
第
二
条
か
ら
第
九
条
に
規
定
さ
れ
る
十
三
種
十
九
度
の
「
常

祀
」
は
毎
年
恒
例
の
も
の
で
、『
延
喜
式
』
で
謂
う
と
こ
ろ
の
「
四
時
祭
」
に
当
て
は
ま
る
。
一
方
、
臨
時
に

執
り
行
わ
れ
る
「
常
祀
之
外
」
は
、「
臨
時
祭
」
に
当
て
は
ま
る
。

（
三
（
第
十
一
条
と
第
十
二
条
、
第
十
五
条
は
、「
斎
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
四
（
第
十
六
条
は
「
幣
帛
」
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

【表②】律令祭祀の分類（矢野）
場所 律令祭祀

A 諸社 鎮花祭、三枝祭、大忌祭、風神祭、
相嘗祭

B 伊勢神宮 神衣祭、神嘗祭
C 京城 鎮火祭、道饗祭
D 宮城内 祈年祭、月次祭、鎮魂祭、大嘗祭

【表③】律令祭祀の分類（西宮）
祭祀名 性　格

常
祀
（
四
時
祭
（

祈年祭 余祝の祭
鎮花祭 疫病鎮退の祭
神衣祭 アマテラスの神衣を奉献する祭
大忌祭 豊穣祈願・風雨順調を祈る祭
三枝祭 疫病鎮退の祭
風神祭 悪風荒水の鎮祭
月次祭 宮中の宅神祭
鎮火祭 火を鎮める祭
道饗祭 鬼魅を防ぐ祭
神嘗祭 天皇がアマテラスに供薦する祭
相嘗祭 天皇が大和国等の特定神と新穀を祝う祭
鎮魂祭 天皇の御魂強化をはかる祭
大嘗祭 新穀を至尊に供する祭
大祓 罪を祓い清めること

臨
時
祭

惣祭天神地祇 天皇の即位を告げる祭

臨時祭 国家・自然の特別・特異現象に対する臨
時の祭

（
五
（「
そ
の
他
」
と
し
て
、
第
十
七
条
「
奉
幣
使
」
と
第
二
十
条
「
神
戸
」
に
つ
い

て
の
規
定
で
あ
る
。

（
三
（「
斎
」
も
（
四
（「
奉
幣
」
も
祭
祀
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

（
五
（「
神
戸
」
に
関
し
て
も
、「
神
戸
の
出
す
調
庸
及
び
田
租
は
、
神
社
の
造
営
や
神
に

供
す
る
調
度
の
費
用
に
充
て
る
」
と
い
う
規
定
に
、
も
ち
ろ
ん
祭
祀
の
費
用
や
用
い
ら
れ

た
調
度
品
が
神
戸
か
ら
供
出
さ
れ
た
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
神
祇
令

は
、
ほ
と
ん
ど
が
（
二
（「
律
令
祭
祀
」
に
関
連
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
神
祇
令
の
「
律
令
祭
祀
」
の
分
類
と
し
て
は
矢
野
建
一
氏
が
、「
常
祀
」

を
執
行
す
る
場
に
よ
っ
て
【
表
②
】
の
よ
う
に
、
西
宮
秀
紀
氏
が
、「
律
令
祭
祀
」
を
祭

祀
の
性
格
に
よ
っ
て
【
表
③
】
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
整
理
し
て
い
る（

5
（

。
両
氏
の
分
類
を
参

（



考
に
「
律
令
祭
祀
」
の
役
割
を
（
イ
（
農
耕
を
祈
る
も
の
、（
ロ
（
天
候
の
順
調
な
る
こ
と
を
祈
る
も
の
、（
ハ
（
病
気
を
防
ぐ
も
の
、（
二
（

京
・
宮
城
内
に
悪
し
き
も
の
（
病
等
も
含
む
（
が
入
り
込
む
の
を
防
い
で
守
護
す
る
も
の
、（
ホ
（
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
関
係
の
も
の
、（
へ
（

天
皇
の
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
も
の
、
そ
し
て
（
ト
（
天
皇
即
位
儀
礼
と
に
分
類
し
た
。

さ
て
、
以
上
の
「
律
令
祭
祀
」
は
、
参
照
元
と
な
っ
た
唐
の
祠
令
（
以
下
、
唐
祠
令
（
を
単
に
模
倣
し
た
も
の
で
は
な
い
。
三
橋
氏
は
、

「
律
令
の
編
者
は
、
唐
の
「
祠
令
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
整
然
と
し
た
祭
の
体
系
を
参
照
し
て
、
そ
れ
に
見
劣
り
し
な
い
日
本
独
自
の
祭
祀

体
系
を
「
神
祇
令
」
で
示
し
た
」
と
述
べ
て
お
り
、「
律
令
祭
祀
」
を
「
律
令
国
家
の
神
祇
の
あ
る
べ
き
姿
を
提
示
し
た
極
め
て
理
念
的
な

も
の
」
と
指
摘
し
て
い
る（

6
（

。
三
橋
氏
の
指
摘
以
前
よ
り
、
こ
の
よ
う
に
理
念
的
な
「
律
令
祭
祀
」
を
理
想
通
り
に
そ
の
ま
ま
実
行
す
る
こ
と

は
、
制
定
当
時
か
ら
困
難
で
、
破
綻
の
要
素
を
抱
え
て
い
た
と
い
う
指
摘
は
多
い
。
例
え
ば
神
祇
官
は
、
職
員
令
で
官
司
の
筆
頭
と
し
て
、

「
令
釈
」
に
お
い
て
も
「
百
官
之
首
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る（

7
（

。
し
か
し
現
実
に
は
、
伯
の
官
位
相
当
は
従
四
位
下
で
あ
り
、
太
政
官
は
お
ろ

か
各
八
省
の
卿
の
位
階
よ
り
も
低
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
律
令
の
不
実
行
は
、『
続
日
本
紀
』
和
銅
四
年
（
七
一
一
（
七
月
一
日
条
の
元
明

天
皇
の
詔
で
「
張
設
律
令
。
年
月
已
久
矣
。
然
纔
行
一
二
。
不
能
悉
行
。
良
由
諸
司
怠
慢
不
存
恪
勤
。
遂
使
名
充
員
数
空
廃
政
事
。
若
有
違

犯
、
而
相
隠
考
第
者
。
以
重
罪
之
。
無
有
所
原
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
律
令
施
行
後
し
ば
ら
く
し
て
も
現
実
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
は
ご
く

僅
か
だ
っ
た
と
分
か
る
。
つ
ま
り
、
神
祇
令
の
実
行
も
同
様
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

律
令
制
導
入
は
、
国
力
を
高
め
て
動
乱
の
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
開
皇
二
十
年
（
六
〇
〇
（
に
初
め

て
隋
へ
使
者
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
は
日
本
国
内
の
制
度
が
未
整
備
だ
っ
た
た
め
に
、
高
祖
文
帝
に
風
俗
が
道
理
に
反
し
て
い
る
の

で
改
め
る
よ
う
に
と
訓
令
さ
れ
て
そ
の
ま
ま
帰
国
し
て
い
る（

8
（

。
そ
の
後
、
推
古
十
一
年
（
六
〇
三
（
に
冠
位
十
二
階
が
、
翌
年
に
十
七
条
憲

法
が
制
定
さ
れ
、
そ
し
て
推
古
十
五
年
（
六
〇
七
（
に
「
神
祇
」
へ
の
祭
拝
が
天
皇
か
ら
命
じ
ら
れ
た
後（

9
（

、
同
年
七
月
に
再
び
遣
隋
使
が
派

遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
対
外
交
渉
を
行
う
に
は
神
祇
祭
祀
の
整
備
が
律
令
制
度
の
整
備
に
付
随
し
て
必
要
だ
っ
た
と
推
察
で
き

「令外祭祀」について5



る
。
文
化
的
な
国
に
は
、
独
自
の
整
備
さ
れ
た
神
祇
祭
祀
制
度
が
必
要
だ
っ
た
と
意
識
さ
れ
て
い
た
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
よ
っ

て
、
律
令
の
整
備
に
付
随
す
る
神
祇
祭
祀
制
度
の
整
備
は
急
務
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
武
・
持
統
期
に
律
令
が
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た
時
も
同

様
の
認
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
急
整
備
さ
れ
た
神
祇
令
の
特
徴
を
見
る
に
は
、
参
照
元
の
唐
令
と
比
較
す
る
の
が
最
も
近
道
で
あ
る
。
そ
の
た
め
次
節
で
は
、

唐
祠
令
と
の
比
較
か
ら
神
祇
令
の
特
徴
を
確
認
し
て
い
く
。

2　

唐
祠
令
と
の
比
較
か
ら
見
る
神
祇
令
の
特
徴

中
国
の
律
令
の
特
徴
に
は
、
儒
教
が
そ
の
根
本
に
あ
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
初
め
か
ら
そ
う
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い（
（1
（

。『
爾
雅
』
釈

詁
篇
に
は
、
律
の
項
目
に
「
常
也
」「
法
也（
（（
（

」
と
あ
る
が
、
周
代
に
は
律
の
方
が
恒
久
的
な
法
典
だ
っ
た
。
一
方
、
令
も
「
告
也（
（1
（

」
と
書
か

れ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度
告
知
さ
れ
る
勅
だ
っ
た
。『
唐
律
疏
議
』
に
は
、
そ
の
後
戦
国
時
代
の
法
家
・
商
鞅
が
「
法
」
を
改

め
て
「
律
」
を
称
す
る
よ
う
に
し
た
と
あ
り（
（1
（

、
こ
こ
で
「
律
令
」
と
い
う
熟
語
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
漢
の
武
帝
の
治
世
に
至
っ

て
、
中
国
の
律
令
に
は
儒
教
主
義
を
根
本
と
す
る
と
い
う
方
向
が
決
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
董
仲
舒
の
対
策
に
よ
っ
て
、
儒
教
を
国
教
と
定

め
、
国
家
の
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
儒
教
か
ら
割
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る（
（1
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ま
ず
は
令
が
非
刑
罰
的
な
民

政
法
典
へ
と
変
化
し
た
。
律
は
、
長
く
恒
久
的
な
法
典
の
位
置
を
占
め
て
い
た
た
め
中
々
変
化
し
な
か
っ
た
が
、
時
代
が
降
る
に
し
た
が
っ

て
儒
教
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
き
、
や
が
て
現
在
知
ら
れ
る
よ
う
に
「
律
は
刑
法
典
、
令
は
民
政
法
典
」
と
い
う
形
に
収
ま
っ
た
。
古

代
日
本
の
律
令
編
者
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
経
た
唐
令
を
中
心
に
参
考
に
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
唐
祠
令
と
そ
れ
を
参
考
に
し
た
神
祇
令
と
の
相
違
は
、
次
の
五
つ
の
視
点
か
ら
言
及
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
一
（「
ま
つ
り
」
の
表
記
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（
二
（
祭
祀
の
記
載
方
法

（
三
（「
斎
」
関
係
の
諸
規
定

（
四
（
即
位
関
連
儀
礼
の
有
無

（
五
（
動
物
犠
牲
に
つ
い
て

ま
ず
（
一
（「
ま
つ
り
」
の
漢
字
表
記
方
法
に
つ
い
て
、
唐
祠
令
で
は
明
確
な
使
い
分
け
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
祀
」
は
天
に
在
る
天
神
に
対
す
る
ま
つ
り

「
祭
」
は
地
に
在
る
自
然
物
の
神
・
地
祇
に
対
す
る
ま
つ
り

「
享
」
は
宗
廟
で
行
わ
れ
る
祖
先
の
霊
魂
に
対
す
る
ま
つ
り

と
い
う
よ
う
な
区
別
で
あ
る
。
こ
こ
に
加
え
て
、
祭
祀
の
対
象
別
に
見
る
と
「
釈
奠
」
と
し
て
、
先
聖
・
先
師
（
孔
子
と
そ

の
弟
子
（
に
対
す
る
ま
つ
り
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
唐
祠
令
で
は
、
自
然
の
神
（
天
神
地
祇
（
と
祖
先
神
を
ま
ず
区
別
し
、

さ
ら
に
自
然
神
を
天
神
と
地
祇
と
に
分
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
神
が
体
系
化
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
一
方
、
日
本

の
神
祇
令
で
も
、
天
神
と
地
祇
の
区
別
は
一
応
な
さ
れ
て
は
い
る
が
、
明
確
な
も
の
で
は
な
く
、
神
々
を
総
称
す
る
場
合
に

使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
神
祇
令
に
記
載
さ
れ
る
祭
祀
の
名
称
も
す
べ
て
「
祭
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
唐
祠
令

の
よ
う
な
神
の
体
系
化
を
意
識
し
た
形
跡
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

（
二
（
祭
祀
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
、
唐
祠
令
で
は
、
内
容
・
階
級
ご
と
の
記
載
を
し
て
お
り
、
祭
祀
対
象
の
神
を
項
目

と
し
て
い
る
。
神
祇
令
で
は
、
季
節
・
執
行
順
で
の
記
載
を
し
て
お
り
、
唐
祠
令
の
よ
う
に
個
々
の
祭
祀
の
性
格
や
重
要
度

を
重
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
神
自
体
で
は
な
く
、
祭
祀
名
を
記
載
し
て
い
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。

（
三
（「
斎
」、
す
な
わ
ち
「
散
斎
」「
致
斎
」
の
期
間
が
相
違
し
て
い
る
【
表
④
】。
散
斎
と
は
、
致
斎
前
後
の
一
定
期
間

【表④】斎期間の比較
大祀 中祀 小祀

神祇令 一月（散斎一月、致斎三日） 三日（散斎三日、致斎一日） 一日
祠令 散斎四日、致斎三日 散斎三日、致斎二日 散斎二日、致斎一日
＊（　）は『延喜式』記載

「令外祭祀」について7



特
定
の
行
為
を
禁
じ
る
こ
と
で
、
致
斎
は
、
祭
祀
以
外
の
行
為
を
悉
く
禁
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
散
斎
・
致

斎
期
間
の
長
短
で
祭
祀
の
等
級
が
大
・
中
・
小
祀
と
分
け
ら
れ
る
。
唐
祠
令
が
順
当
に
期
間
を
変
化
さ
せ
て
い

る
の
に
比
べ
、
神
祇
令
は
大
祀
が
突
出
し
て
長
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
大
・
中
・
小
祀
に
当
て
は

ま
る
祭
祀
は
【
表
⑤
】
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
日
本
の
「
律
令
祭
祀
」
は
、
践
祚
大
嘗
祭
だ
け
を
殊
更

他
の
祭
祀
と
分
け
て
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、『
日
本
後
紀
』
大
同
三
年

（
八
〇
八
（
十
月
二
十
九
日
条
に
「
制
。
稽
於
前
例
。
大
嘗
散
齋
三
月
也
。
自
今
以
後
。
以
一
月
爲
限
。」
と
記

載
が
あ
る
。
こ
こ
で
大
嘗
祭
の
散
斎
が
三
箇
月
か
ら
一
箇
月
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
践
祚
大
嘗
祭
が
神

祇
令
の
規
定
す
ら
遥
か
に
超
え
て
行
わ
れ
て
い
た
事
実
を
示
し
、
い
か
に
重
要
視
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
を

表
し
て
い
る
。

（
四
（
そ
も
そ
も
唐
祠
令
に
は
、
即
位
儀
礼
に
関
す
る
祭
祀
の
規
定
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
漢
代
の
話
に

は
な
る
が
、
西
嶋
定
生
氏
が
、
同
一
王
朝
内
に
お
け
る
帝
位
継
承
の
場
合
の
即
位
儀
礼
に
は
「
皇
帝
と
な
る
た

め
の
脱
俗
の
秘
儀
と
か
が
認
め
ら
れ
な
い（
（1
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
で
、
唐
祠
令
に
は
即
位
儀

礼
に
関
す
る
規
定
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
（
動
物
犠
牲
に
つ
い
て
は
唐
祠
令
三
十
四
条
に（
（1
（

、

諸
祀
昊
天
上
帝
、
皆
用
蒼
犢
一
。
配
帝
亦
蒼
犢
一
。
五
方
上
帝
・
五
人
帝
、
各
方
色
犢
一
。
夜
明
白
犢
一
。

皇
地
祇
黄
犢
一
。
配
帝
亦
黄
犢
一
。
神
州
黝
犢
一
。
配
帝
亦
黝
犢
一
。
宗
廟
・
社
稷
・
帝
社
、
先
蠶
・
先

代
帝
王
・
五
嶽
四
鎮
・
四
海
・
四
瀆
・
孔
宣
父
・
齊
太
公
、
諸
太
子
廟
、
竝
用
太
牢
。
若
冬
至
祀
圜
丘
、

加
羊
九
豕
九
。
夏
至
祭
方
丘
、
加
羊
五
豕
五
。（
後
略
（

【表⑤】斎規定対応表
大祀 中祀 小祀

神祇令 践祚大嘗祭 祈年祭・月次祭・神嘗祭・新嘗
祭・＊賀茂祭

大忌祭・風神祭・鎮花祭・三枝
祭・相嘗祭・鎮魂祭・鎮火祭・道
饗祭・＊薗韓神祭・＊松尾祭・＊
平野祭・＊春日祭・＊大原野祭

祠令 昊天上帝・五方上帝・皇地祇・神
州・宗廟

日月・星辰・社稷・先代帝王・
嶽・鎮・海・瀆・帝社・先蚕・孔
宣父・斎太公・諸太子廟

司中・司命・司人・司録・風師・
雨師・霊星・山林・川沢

＊�どの祭祀がどの等級に当たるかの記載は神祇令にはなく、『延喜式』にしかないため、念のため『延喜式』のみに
記載される祭祀も表に入れた。
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と
、
犢
（
子
牛
（、
豕
（
豚
（
や
牢
（
牛
・
羊
・
豚
等
の
干
肉
の
断
片
（
等
の
規
定
が
あ
る
が
、
神
祇
令
に
は
全
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま

た
こ
れ
に
関
連
し
て
散
斎
中
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
動
に
つ
い
て
の
規
定
（
神
祇
令
十
一
条
（【
表
①
】
参
照
（・
唐
祠
令
三
十
八
条
（
を
見
比

べ
て
み
る
と
、
神
祇
令
に
は
「
食
宍
」
つ
ま
り
獣
肉
を
食
す
る
こ
と
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
で
き
る（
（1
（

。
唐
祠
令
と
比
べ
て
神
祇
令

で
斎
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
期
間
の
差
か
ら
分
か
る
が
、
規
定
も
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
思
想
と
同
様
の
も
の
が
、
動

物
犠
牲
の
有
無
と
い
う
差
に
も
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

神
祇
令
の
一
番
の
特
徴
は
、
神
祇
祭
祀
的
な
即
位
儀
礼
を
殊
更
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
唐
祠
令
と
の
比
較
で
も
分
か
る
よ
う
に
、

神
祇
令
の
中
で
他
の
常
祀
等
は
重
要
性
の
違
い
を
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
、
第
十
条
と
第
十
二
条
に
よ
っ
て
即
位
儀
礼
が
大
祀
と

規
定
さ
れ
て
斎
の
期
間
を
明
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
ま
ず
神
祇
令
が
七
世
紀
と
い
う
「
戦
争
の
世
紀
」
に
対
応
す
る
た
め
、
そ
し
て
対
中
国
の
交
渉
相
手
と
成
り
得
る
た
め
に
国

内
整
備
の
一
環
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
整
理
し
た
。
ま
た
そ
の
役
割
と
し
て
は
、
大
き
く
七
種
類
に
分
類
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
。
さ
ら
に
、
唐
祠
令
と
の
比
較
か
ら
、
大
き
な
特
徴
と
し
て
天
皇
の
即
位
儀
礼
及
び
斎
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
次
章

で
は
、
以
上
の
よ
う
な
神
祇
令
を
“
精
神
的
に
輔
完
す
る
”
と
考
え
ら
れ
る
「
令
外
祭
祀
」
に
つ
い
て
、
そ
の
役
割
等
を
整
理
し
、「
律
令

祭
祀
」
の
精
神
的
な
補
完
に
留
ま
る
も
の
だ
っ
た
の
か
否
か
を
探
っ
て
い
く
。

二　
「
令
外
祭
祀
」
の
検
討

1　
「
令
外
祭
祀
」
の
定
義
づ
け

前
章
で
整
理
し
た
「
律
令
祭
祀
」
は
、
神
祇
令
に
定
め
ら
れ
た
祭
祀
で
あ
る
。
本
章
で
検
討
す
る
「
令
外
祭
祀
」
は
、
本
稿
で
は
特
に

「令外祭祀」について9



『
延
喜
式
』
神
祇
式
に
定
め
ら
れ
て
い
る
祭
祀
の
内
、「
律
令
祭
祀
」
を
除
い
た
も
の
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
検
討
の
範
囲
は
、『
延
喜
式
』

巻
一
神
祇
一　

四
時
祭
上
【
別
表
①
】（
以
下
、
条
文
は
上
○
条
と
記
載
（、
四
時
祭
下
【
別
表
②
】（
以
下
、
条
文
は
下
○
条
と
記
載
（
及
び
臨

時
祭
下
【
別
表
③
】
に
記
載
さ
れ
る
祭
祀
と
す
る
。
ま
た
個
別
の
祭
祀
の
こ
と
で
は
な
く
、
神
祇
制
度
全
体
の
こ
と
や
細
則
・
規
定
に
言
及

す
る
も
の
、「
律
令
祭
祀
」
自
体
で
は
な
く
て
も
そ
れ
に
付
随
す
る
も
の
は
除
外
す
る
こ
と
と
す
る
。

2　

四
時
祭
の
検
討

中
臣
・
藤
原
氏
関
連
の
祭
祀� 
【
表
⑥
】

四
時
祭
の
中
で
特
徴
的
で
あ
る
の
が
、
中
臣
・
藤
原
氏
の
関
連
が
深
い
祭
祀
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
公
的
祭
祀
（
以
下
、

公
祭
（
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
公
祭
と
は
、
天
皇
と
の
姻
戚
関
係
が
生
じ
た
氏
族
・
都
に
住
む
氏
族
の
氏
族
祭
祀
と
朝
廷
と
の
関
わ

り
が
深
ま
っ
た
こ
と
で
、
宮
廷
の
年
中
行
事
的
な
祭
祀
と
な
っ
た
も
の
を
指
す
。
そ
の
た
め
氏
族
祭
祀
で
あ
る
と
同
時
に
文
字
通
り
公
的
な

祭
祀
と
い
う
両
面
性
を
持
つ
の
が
特
徴
で
あ
る
。

鳴
雷
神
祭
は
、
鳴
雷
社
に
神
祇
官
の
中
臣
氏
を
差
遣
し
て
降
雨
の
順
調
な
る
こ
と
を
祈
願
す
る
祭
祀
で
あ
る
。
鳴
雷
神
の
鎮
座
地
の
春
日

山
は
、
耕
地
を
潤
す
佐
保
川
・
能
登
川
の
水
源
で
あ
り
、
そ
の

関
係
で
農
耕
と
密
接
に
関
連
し
て
耕
地
を
恵
む
雨
を
も
た
ら
す

雷
神
が
鎮
座
し
て
い
た
。
こ
の
鳴
雷
神
と
い
う
神
名
は
、
黄
泉

国
に
て
イ
ザ
ナ
ミ
の
身
体
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
八
雷
神
の
一
柱

の
も
の
で
あ
る
が
、
雷
の
後
に
雨
が
降
る
こ
と
か
ら
水
神
と
し

て
の
機
能
も
保
持
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
元
々
は
、
春
日
の
地

【
表
⑥
】
中
臣
・
藤
原
氏
関
連
の
祭
祀

祭
祀
名

条
文

祭　

神

神
社
（
鎮
座
地
（

関
連
氏
族
（
執
行
者
（

鳴
雷
神
祭

上
六
条

鳴
雷
神

鳴
雷
社
（
春
日
山
。

大
和
国
添
上
郡
（

春
日
氏

→
中
臣
・
藤
原
氏

春
日
祭

上
七
条

春
日
神
四
座
（
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
・
フ
ツ

ヌ
シ
・
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
・
ヒ
メ
ガ
ミ
（

春
日
社
（
大
和
国

添
上
郡
（

中
臣
・
藤
原
氏

大
原
野
祭

上
八
条

春
日
社
と
同
じ

大
原
野
社
（
山
城
国

乙
訓
郡
（

藤
原
氏

枚
岡
祭

上
十
一
条

ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
・
ヒ
メ
ガ
ミ
・（
タ
ケ

ミ
カ
ヅ
チ
・
フ
ツ
ヌ
シ
（

枚
岡
社
（
河
内
国
河

内
郡
（

藤
原
氏

（0



を
根
拠
地
と
し
て
い
た
和
珥
氏
（
欽
明
期
に
春
日
氏
と
改
姓
（
が
奉
斎
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が（
（1
（

、
井
上
辰
雄
氏
に
よ
っ
て
「
雷
神
系
の

信
仰
を
保
持
し
て
い
た
」
と
称
さ
れ
る
中
臣
氏
が
こ
の
地
に
移
住
し
て
以
降
、
奉
斎
氏
族
が
変
更
さ
れ
た（
（1
（

。
現
在
の
祭
神
が
天
水
分
神
で
、

天
か
ら
降
る
水
す
な
わ
ち
雨
を
分
配
す
る
神
で
あ
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。
鳴
雷
社
は
現
在
春
日
社
の
末
社
で
あ
り
、
中
臣
・
藤
原
氏
と

関
連
す
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
公
祭
」
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
延
喜
式
』
で
春
日
祭
の
直
前
に
記
載
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
藤

原
氏
の
隆
盛
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

春
日
祭
は
、
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
春
日
社
の
祭
祀
で
あ
る
。
こ
の
春
日
の
地
で
は
、
元
々
春
日
山
の
御
蓋
山
を
通
し
て
、
東
国
の
神

郡
・
鹿
嶋
郡
（
鹿
嶋
社
の
祭
神
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
（・
香
取
郡
（
香
取
社
の
祭
神
フ
ツ
ヌ
シ
（
に
向
か
っ
て
祭
る
遥
拝
形
式
の
庭
上
祭
祀
が
行
わ
れ

て
い
た
。
岡
田
荘
司
氏
は
、『
古
社
記
』、『
春
日
御
社
御
本
地
并
御
託
宣
記
』、『
中
臣
祐
賢
春
日
御
社
縁
起
注
進
文
』
等
と
い
っ
た
鎌
倉
時

代
に
編
纂
さ
れ
た
社
家
の
記
録
か
ら
、
称
徳
天
皇
の
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
（
十
一
月
九
日
に
、
河
内
国
の
枚
岡
社
の
神
（
中
臣
氏
の
祖

神
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
（
を
新
し
く
迎
え
共
に
祭
る
こ
と
と
し
、
恒
常
的
に
行
う
社
殿
祭
祀
へ
と
変
更
さ
れ
た
と
し
た（
11
（

。
ま
た
岡
田
氏
は
、
こ
の

時
に
春
日
祭
も
成
立
し
た
と
推
測
し
て
い
る
。
祭
神
は
、
第
一
殿
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
、
第
二
殿
フ
ツ
ヌ
シ
、
第
三
殿
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
、
第
四
殿

ヒ
メ
ガ
ミ
（
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
の
妃
神
（
で
あ
る
。
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
は
、
元
来
刀
剣
の
神
で
あ
り
雷
神
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
重
富
滋
子
氏

に
よ
っ
て
鹿
嶋
の
地
が
、
刀
剣
鍛
冶
に
必
要
な
清
い
泉
と
燃
料
と
な
る
松
の
あ
る
山
、
良
質
の
砂
鉄
、
そ
し
て
鞴
の
材
料
と
な
る
鹿
に
恵
ま

れ
、
古
く
か
ら
刀
剣
鍛
冶
の
技
術
が
育
っ
て
い
た
地
だ
っ
た
と
検
証
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る（
1（
（

。
そ
の
刀
剣
の
神
と
い
う
性
格
か
ら
武

神
・
軍
神
へ
と
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
の
神
の
機
能
が
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。
鹿
嶋
社
は
東
国
に
多
く
の
末
社
を
持
ち
、
そ
の
封
戸
を
末
社
に
与
え

て
い
た
が
、
春
日
社
に
も
同
様
の
扱
い
を
し
て
お
り
、
春
日
社
は
鹿
嶋
社
の
末
社
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
た
。
宮
地
直
一
氏
は
、
鹿
嶋
・

香
取
両
社
は
東
国
経
営
・
蝦
夷
討
伐
等
で
古
く
よ
り
中
央
で
も
崇
拝
さ
れ
神
威
が
高
ま
っ
て
い
た
た
め
、
特
に
大
き
な
活
躍
を
し
て
い
な
い

祖
神
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
よ
り
も
春
日
社
で
は
上
座
に
据
え
ら
れ
た
と
推
測
す
る（
11
（

。
鹿
嶋
社
が
国
家
の
軍
神
と
し
て
神
郡
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

「令外祭祀」について（（



も
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う（
11
（

。
さ
て
春
日
祭
は
、『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
「
科
祓
事
」
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
（
五
月
十
四
日
官

符
で
祭
事
を
闕
怠
す
る
も
の
に
中
祓
を
科
す
と
あ
り（
11
（

、
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
（
二
月
十
日
に
「
春
日
祭
使
」
が
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と

等
か
ら（
11
（

、
平
安
初
期
以
前
か
ら
公
祭
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
（
に
文
徳
天
皇
（
母
は
藤
原
冬
嗣
の
娘
・

順
子
（
が
即
位
す
る
と
、
伊
勢
神
宮
・
賀
茂
社
と
同
様
に
「
春
日
大
神
社
」
に
参
議
藤
原
助
を
差
遣
し
て
、
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
・
フ
ツ
ヌ
シ
に

正
一
位
、
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
に
従
一
位
、
ヒ
メ
ガ
ミ
に
正
四
位
上
の
神
階
昇
叙
が
な
さ
れ
て
い
る（
11
（

。
義
江
明
子
氏
は
、
仁
寿
元
年
（
八
五
一
（

に
大
原
野
祭
が
公
祭
化
す
る
と
、
春
日
祭
も
同
時
期
に
盛
大
と
な
っ
た
と
指
摘
す
る（
11
（

。
加
え
て
、
伊
勢
の
斎
宮
・
賀
茂
の
斎
院
に
類
似
す
る

斎
女
制
も
特
徴
的
で
あ
る（
11
（

。
以
上
の
こ
と
は
、
藤
原
氏
の
隆
盛
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

大
原
野
祭
は
、
春
日
祭
に
準
拠
す
る
大
原
野
社
の
祭
祀
で
あ
る
。『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
は
名
は
見
え
な
い
が
、『
延
喜
式
』
上
一
条
大
中

小
祀
条
で
は
小
祀
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（【
別
表
①
】
参
照
（。
こ
の
神
社
は
、
平
安
遷
都
に
伴
っ
て
春
日
社
の
祭
神
を
遷
し
て
祭
っ
た
こ
と

よ
り
始
ま
っ
た
。
仁
寿
元
年
に
梅
宮
祭
（
仁
明
天
皇
の
外
戚
氏
族
・
橘
氏
の
氏
神
の
祭
祀
（
に
准
じ
て
公
祭
化
し
た
こ
と
は
、
外
戚
氏
族
の
守

護
神
と
し
て
整
備
さ
れ
た
梅
宮
社
に
准
じ
る
こ
と
で
、
藤
原
氏
も
ま
た
、
外
戚
氏
族
と
し
て
の
立
場
を
確
立
す
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。枚

岡
祭
も
、
大
原
野
祭
と
同
様
に
春
日
祭
に
準
拠
す
る
枚
岡
社
の
祭
祀
で
あ
る
。『
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
（
八
六
五
（
十
月
二
十
一
日

「
勅
。
河
内
國
平
岡
神
主
一
人
。
給
春
冬
當
色
軾
絹
糸
等
。
一
如
平
野
梅
宮
神
主
。
又
春
秋
二
祭
。
差
神
祇
官
中
臣
官
人
一
人
。
校
祭
事
。

兼
付
幣
帛
。
又
差
琴
師
一
人
。
供
事
祭
場
。
立
爲
恒
例
。」
の
記
事
と
、
同
年
十
二
月
十
七
日
条
「
勅
。
河
内
國
平
岡
神
四
前
。
准
春
日
大

原
野
神
。
春
冬
二
祭
奉
幣
。
永
以
爲
例
。」
の
記
事
に
よ
っ
て
、
貞
観
七
年
か
ら
朝
廷
の
奉
幣
に
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

中
臣
・
藤
原
氏
関
連
の
祭
祀
は
、
鳴
雷
神
祭
を
除
く
と
、
称
徳
朝
に
成
立
し
た
春
日
祭
に
准
じ
て
公
祭
化
し
て
い
る
。
岡
田
氏
は
、
春
日

祭
の
公
祭
化
を
「
父
方
母
方
の
血
縁
に
依
拠
す
る
両
属
性
原
理（
11
（

」
に
よ
る
も
の
と
し
た
。
春
日
祭
の
盛
大
化
や
他
の
祭
祀
の
公
祭
化
が
八
五

（（



〇
年
以
降
に
あ
る
こ
と
は
、
当
該
期
の
藤
原
氏
の
隆
盛
を
物
語
る
特
徴
と
言
え
る
。

京
・
宮
城
守
護
関
連
祭
祀� 

【
表
⑦
】

薗
韓
神
祭
は
、
平
安
京
宮
内
省
の
西
北
隅
に
鎮
座
し
て
（
南
神
殿
に
薗
神
・
北
神
殿
に
韓
神
（
天
皇
を
守
護
し
て
き
た
薗
神
・
韓
神
の
祭
祀

で
あ
る
。
薗
神
は
、『
拾
芥
抄
』
に
秦
河
勝
の
邸
宅
内
に
祭
ら
れ
て
い
た
と
い
う
伝
承
が
記
載
さ
れ
る
土
地
神
で
あ
り
、
韓
神
は
、
秦
氏
の

奉
斎
し
て
き
た
渡
来
の
神
で
あ
る
。
平
安
遷
都
に
あ
た
り
、
別
所
に
移
そ
う
と
し
た
際
に
、
こ
の
場
所
で
天
皇
を
鎮
護
す
る
と
神
託
が
あ
っ

た
た
め
、
そ
の
ま
ま
鎮
座
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
由
来
と
さ
れ
る
。
ま
た
前
述
の
春
日
祭
と
同
じ
く
延
暦
二
十
年
以
前
か
ら
公
的
な
祭
祀

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
薗
韓
神
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
（
十
月
二
十
日
条
で
は
従
五
位
下
だ
っ
た
が（
11
（

、『
文
徳
天
皇

実
録
』
斉
衡
二
年
（
八
五
五
（
九
月
七
日
条
「
以
園
神
韓
神
列
於
名
神
。」
で
は
名
神
に
列
さ
れ
て
お
り
、『
三
代
実
録
』
貞
観
元
年
（
八
五

九
（
正
月
二
十
七
日
条
「
宮
内
省
從
三
位
園
神
。
韓
神
並
正
三
位
。」
で
は
正
三
位
ま
で
昇
叙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
の
神
威

の
高
ま
り
を
示
し
て
い
る
。
加
え
て
『
三
代
実
録
』
天
安
二
年
（
八
五
八
（
十
一
月
二
十
日
条
「
停
園
韓
神
祭
。
自
此
之
後
。
鎭
魂
新
甞
等

諸
祭
皆
停
止
。」
で
も
、
文
徳
天
皇
が
崩
御
し
た
こ
と
を
理
由
に
他
の
諸
祭
と
共
に
停
止
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
諸
祭
に
先
立
ち
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
崇
拝
さ
れ
て
い
た
祭
祀
だ
っ
た
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。

大
宮
売
神
祭
は
、
神
祇
官
西
院
で
祭
ら
れ
た
天
皇
を
守
護
す
る
八

神
の
一
柱
で
あ
り
、
造
酒
司
に
も
奉
斎
さ
れ
た
大
宮
売
神
の
祭
祀
で

あ
る
。
こ
の
神
は
『
古
語
拾
遺
』
で
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天
岩
戸
か
ら

出
現
す
る
に
あ
た
り
「
令
大
宮
賣
神
侍
於
御
前
（
是
、
太
玉
命
、
久

志
備
所
生
神
、
如
今
世
内
侍
善
言
・
美
詞
、
和
君
臣
間
、
令
宸
襟
悅
懌

【
表
⑦
】
京
・
宮
城
守
護
関
連
祭
祀

祭
祀
名

条
文

祭　

神

神
社
（
鎮
座
地
（

関
連
氏
族
（
執
行
者
（

薗
韓
神
祭

上
九
条

薗
神
、
韓
神

薗
神
社
、
韓
神
社
（
宮
内
省

西
北
隅
（

秦
氏

大
宮
売
神

祭

上
十
条

大
宮
売
神

神
祇
官
西
院

忌
部
氏

四
面
御
門

祭

上
十
八
条

櫛
石
窗
神
、
豐
石
窗
神

神
祇
官
西
院

忌
部
氏

松
尾
祭

上
十
六
条

松
尾
大
明
神
（
大
山
咋

神
、
中
津
島
姫
命
（

松
尾
社
（
山
城
国
葛
野
郡
（

秦
氏

御
川
水
祭

上
十
九
条

不
明

不
明

不
明

霹
靂
神
祭

上
二
十
条

不
明

不
明

不
明

「令外祭祀」について（（



也
（」
と
、
ア
マ
テ
ラ
ス
に
侍
っ
た
女
神
で
あ
る
。
太
玉
命
が
忌
部
氏
の
祖
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
女
神
は
忌
部
氏
が
大
宮
の
守
護
神

と
し
て
宮
中
に
祭
っ
た
神
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
四
面
御
門
祭
は
、
内
裏
四
面
の
御
門
に
そ
れ
ぞ
れ
鎮
座
す
る
櫛
石
窓
神
・
豊
石
窓
神
の
祭
祀

で
あ
る
。
こ
の
神
々
も
大
宮
売
神
と
同
様
に
『
古
語
拾
遺
』
で
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
遷
宮
し
た
新
し
い
神
殿
の
御
門
の
守
護
に
あ
た
っ
た
神
々

で
あ
り
、「
令
豐
磐
間
戸
命
・
櫛
磐
間
戸
命
二
神
、
守
衛
殿
門
（
是
、
並
太
玉
命
之
子
也
（」
と
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
太
玉
命
所
生
の
神
々
で

あ
る
。

松
尾
祭
は
、
そ
の
名
の
通
り
松
尾
社
の
祭
祀
で
あ
る
。
こ
の
祭
に
は
、
御
阿
礼
神
事
（
御
旅
所
祭
祀
（
の
側
面
と（
1（
（

、
賀
茂
祭
に
准
じ
た
平

安
京
の
守
護
神
と
し
て
の
公
祭
と
の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
賀
茂
社
と
の
関
連
に
は
、
松
尾
社
の
縁
起
の
『
本
朝
月
令
』
所
引
「
秦
氏
本
系

帳
」
逸
文
に
あ
る
『
山
城
国
風
土
記
』
逸
文
「
賀
茂
社
縁
起
」
の
異
伝
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
桂
川
で
裳
を
洗
っ
て
い
た
秦
氏
の
娘

が
、
河
上
か
ら
流
れ
て
き
た
矢
（
＝
松
尾
神
（
を
拾
っ
た
こ
と
で
神
の
子
（
＝
賀
茂
別
雷
神
。
賀
茂
社
の
祭
神
（
を
宿
し
た
と
い
う
内
容
で
あ

る
。御

川
水
祭
は
、
内
裏
や
中
宮
職
で
、
殿
舎
や
塀
に
沿
っ
て
流
れ
る
「
御
溝
水
」
の
祭
祀
で
あ
る
。
井
神
（
井
戸
の
神
（
や
大
宮
地
（
内
裏

の
土
地
（
の
霊
を
祀
る
座
磨
巫
が
祭
祀
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
宮
売
神
に
関
連
し
て
建
物
及
び
そ
の
土
地
を
守
護
す
る
機
能
を

も
っ
た
神
だ
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
霹
靂
神
祭
は
、「
霹
靂
」
が
落
雷
の
意
味
な
の
で
、
そ
の
災
い
を
防
除
す
る
た
め
の
祭
祀
で
あ
り
、
特

に
京
中
に
対
す
る
も
の
を
指
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

京
・
宮
城
を
守
護
す
る
祭
祀
で
あ
る
薗
韓
神
祭
と
松
尾
祭
は
（
賀
茂
祭
も
同
様
に
（
公
祭
に
あ
た
る
が
、
天
皇
と
外
戚
関
係
の
あ
る
氏
族

の
祭
祀
で
は
な
い
。
そ
れ
は
大
宮
売
神
祭
以
下
の
祭
祀
も
同
じ
だ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
遷
都
に
伴
っ
て
王
城
鎮
護
を
請
負
う
形
で
、
氏
族
の

地
位
維
持
の
た
め
に
氏
族
祭
祀
を
売
り
込
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（（



王
権
祭
祀� 

【
表
⑧
】

平
野
祭
は
、
平
野
社
の
祭
祀
で
あ
る
。
平
野
社
の
祭
神
は
、
第
一
殿
（
北

舎
（
今
木
神
、
第
二
殿
（
前
舎
（
久
度
神
、
第
三
殿
（
南
舎
（
古
関
神
、
第

四
殿
（
南
後
舎
（
比
売
神
で
あ
り
、
奉
斎
氏
族
に
は
、
王
氏
（
桓
武
後
裔
氏
族
（、
大
江
・
和
氏
（
桓
武
外
戚
氏
族
（
が
存
在
す
る
。
し
か
し
三

宅
和
朗
氏
は
、
平
野
祭
の
中
で
他
の
参
加
者
と
は
別
に
勅
使
だ
け
が
東
面
し
て
祭
神
に
背
を
向
け
て
著
座
す
る
こ
と
、
こ
の
勅
使
（
近
衛
将

監
（
が
監
祀
者
と
し
て
祭
祀
の
進
行
を
行
う
こ
と
か
ら
、「
祝
詞
を
読
み
あ
げ
さ
せ
、
平
野
祭
を
実
施
す
る
主
体
は
、
著
座
の
位
置
・
方
向

か
ら
し
て
、
や
は
り
勅
使
＝
監
祀
者
と
考
え
る
べ
き
」
と
し
て
い
る（
11
（

。
ま
た
、
祝
詞
の
奏
上
者
（
神
祇
官
の
中
臣
氏
二
人
（・
内
容
（
天
皇
の

治
世
の
長
久
、
親
王
以
下
百
官
人
の
守
護
、
朝
廷
の
繁
栄
（、
著
座
（
前
述
の
奉
斎
氏
族
が
列
座
者
全
体
の
中
で
、
特
別
な
座
席
を
占
め
て
い
な
い
（、

国
家
官
人
の
関
与
（
警
固
担
当
者
が
衛
府
武
官
（
等
か
ら
、
平
野
祭
は
、
あ
く
ま
で
も
平
野
社
を
“
祭
祀
の
場
”
と
し
て
執
り
行
わ
れ
た
王

権
祭
祀
、
ひ
い
て
は
宮
廷
祭
祀
だ
と
述
べ
て
い
る
。
加
え
て
、
日
本
古
来
の
祭
祀
で
は
深
夜
に
「
神
事
」
が
実
施
さ
れ
る
の
に
対
し
て
基
本

的
に
は
昼
間
に
実
施
さ
れ
る
点
、
祭
日
に
神
を
迎
え
る
「
神
迎
え
」・
祭
後
に
神
を
帰
す
「
神
送
り
」
の
神
事
が
行
わ
れ
て
い
な
い
点
か
ら

平
野
祭
の
特
異
性
に
言
及
す
る
。
一
方
、
榎
村
寛
之
氏
は
律
令
国
家
の
祭
祀
に
つ
い
て
「
権
力
が
介
入
し
た
の
は
主
に
祭
祀
の
ハ
ー
ド
面
の

部
分
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
面
、
つ
ま
り
氏
族
や
共
同
体
の
内
部
で
行
わ
れ
る
祭
祀
の
内
容
で
は
な
か
っ
た（
11
（

」
と
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

点
に
お
い
て
も
他
の
祭
祀
と
異
な
り
反
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
特
徴
的
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

3　

臨
時
祭
の
検
討

本
節
は
臨
時
に
行
わ
れ
る
祭
祀
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
筆
頭
の
霹
靂
神
祭
は
、
臨
時
の
祭
祀
と
い
う
特
性
か
ら
考
え
る
と
、
実
際
に
落
雷

の
災
い
が
あ
っ
た
場
合
に
行
わ
れ
る
祭
祀
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
四
時
祭
に
も
同
様
の
祭
祀
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
詳
述
し

【
表
⑧
】
王
権
祭
祀

祭
祀
名

条
文

祭　

神

神
社
（
鎮
座
地
（

関
連
氏
族
（
執
行
者
（

平
野
祭

上
十
七
条

今
木
神
・
久
度
神
・

古
関
神
・
比
売
神

平
野
社
（
山
城
国

葛
野
郡
（

勅
使

「令外祭祀」について（5



な
い
。

陰
陽
道
関
連
─
竈
と
土
地
と
水
（
井
戸
（
─� 

【
表
⑨
】

［
竈
］鎮

竈
鳴
祭
は
、
竈
神
の
祭
祀
が
別
に
存
在
す
る
た
め
（
後
述
（、
不
吉
の
象
徴
で
あ
る
「
鳴
竈
」
の
異
変
が
生
じ
た
際
、
臨
時
に
行
わ
れ

た
祭
祀
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
有
名
な
「
鳴
竈
」
の
例
に
は
、『
日
本
書
紀
』
天
智
十
年
是
歳
条
に
お
い
て
、
大
炊
の
「
八
鼎
」
が
鳴
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（
11
（

。
こ
れ
は
壬
申
の
乱
勃
発
の
前
兆
だ
っ
た
。
竈
と
は
カ
マ
で
あ
り
、
湯
を
沸
か
す
器
は
カ
ナ
ヘ
と
読
ま
れ
竈
と
セ
ッ

ト
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
鼎
は
竈
で
あ
る
。
こ
の
大
炊
寮
の
竈
神
は
、
忌
火
神
・
庭
火
神
・
大
八
嶋
竈
神
と
も
称
し
、
平
安
時
代
に

は
神
階
授
与
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
る（
11
（

。
ま
た
『
日
本
紀
略
』
天
徳
四
年
（
九
六
〇
（
十
一
月
二
十
日
条
の
「
巳
時
内
膳
御
竈
神
鳴
。
召
陰

陽
寮
有
御
占
。」
と
い
う
記
事
で
は
、
内
膳
司
で
「
鳴
竈
」
の
怪
異
が
あ
っ
た
際
に
陰
陽
師
に
占
わ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
祭
祀
へ
の

陰
陽
師
の
関
与
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

御
竈
祭
の
「
御
竈
」
は
、
天
皇
の
食
事
に
使
用
す
る
竈
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
松
前
健
氏
は
、
そ
の

関
係
か
ら
天
皇
へ
の
供
御
に
用
い
ら
れ
る
竈
自
体
が
神
聖
視
の
対
象
に
な
っ
た
と
す
る（
11
（

。
さ
ら
に
松
前
氏
は
、

同
じ
く
火
を
焚
く
炉
が
「
日
常
生
活
の
食
物
の
煮
炊
き
や
、
家
屋
内
の
照
明
や
暖
房
等
を
兼
ね
る
、
実
用
本
位

の
物
で
あ
る
の
に
対
し
、」
そ
も
そ
も
竈
は
「
正
式
の
会
食
、
す
な
わ
ち
神
と
人
が
、
晴
の
共
食
を
行
な
っ
た

り
、
神
饌
を
供
え
た
り
、
祓
等
を
行
っ
た
り
す
る
よ
う
な
、
宗
教
的
行
事
に
関
連
し
て
い
る
」
と
も
指
摘
し
、

特
に
祭
祀
用
に
は
、
庭
竈
（
内
庭
等
に
設
け
て
あ
る
大
竈
や
別
棟
と
し
て
建
て
ら
れ
た
竈
屋
に
あ
る
大
竈
（
が
使
用

さ
れ
た
と
述
べ
る
。
こ
の
「
竈
神
」
祭
祀
に
関
し
て
は
、
地
方
の
集
落
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
墨
書
土
器
に
陰
陽

道
と
関
連
す
る
類
型
や
事
例
が
あ
り
、「
竈
神
」
の
語
が
記
さ
れ
た
例
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
連
を

【
表
⑨
】 

陰
陽
道
関
連
―

竈
と
土
地
と
水

（
井
戸
）
―

祭
祀
名

条
文

祭
神

［
竈
］

鎮
竈
鳴
祭

三
条

竈
神

御
竈
祭

五
条

竈
神

［
土
地
］

鎮
土
公
祭

九
条

土
公
神

鎮
新
宮
祭

十
一
条

土
公
神

鎮
御
在
所
祭

八
条

土
公
神

［
水
（
井
戸
（］

御
川
水
祭

十
条

水
神

鎮
水
神
祭

四
条

水
神

御
井
祭

六
条

井
神

産
井
祭

七
条

井
神

（6



指
摘
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
門
田
誠
一
氏
に
よ
っ
て
遺
構
の
実
例
と
古
記
録
の
記
載
が
検
証
さ
れ
、
盛
行
す
る
時
期
や
場
所
及
び

祭
祀
自
体
の
内
容
や
執
行
者
（
平
安
京
の
貴
族
等
・
地
方
の
集
落
（
の
相
違
か
ら
、
両
者
は
別
物
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る（
11
（

。
そ
し
て
、
宮

廷
・
貴
族
等
が
行
う
竈
神
祭
祀
に
対
し
て
陰
陽
寮
が
関
与
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、『
延
喜
式
』
陰
陽
式
二
十
二
条
竈
神

祭
条
に
は
「
庭
火
幷
平
野
竈
神
祭
（
坐
内
膳
司
（」
と
記
載
が
あ
る
。
竈
神
が
祟
り
そ
れ
に
対
し
陰
陽
師
が
祓
（
解
除
（
を
行
っ
た
例
と
し
て

は
、
貴
族
の
日
記
等
か
ら
、
以
下
の
も
の
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
御
堂
関
白
記
』
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
（
四
月
十
一
日
条

悩
事
猶
非
例
、
然
参
皇
太
后
宮
、
是
小
依
有
悩
事
、
又
到
土
御
門
、
以
吉
平
令
解
除
、
依
竈
神
祟
也
、

『
御
堂
関
白
記
』
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
（
六
月
八
日
条

時
々
深
雨
、
行
小
南
、
還
来
間
、
見
竃
神
御
屋
入
水
来
、
有
所
悩
占
竈
神
祟
、
仍
令
解
除
幷
修
補
、

『
小
右
記
』
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
（
七
月
五
日
条

恒
盛
云
、
今
旦
依
召
参
女
院
、
俄
悩
御
々
腰
、
占
申
御
竈
神
土
公
祟
由
、
於
竈
前
奉
仕
御
祓
、
二
ケ
度
、
承
宜
御
坐
由
、

こ
の
内
、
長
和
二
年
六
月
の
例
か
ら
、
貴
族
の
邸
宅
内
に
作
ら
れ
た
独
立
し
た
建
物
の
中
で
竈
神
が
祭
ら
れ
、
そ
の
前
で
祓
等
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
松
前
氏
の
見
解
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
宮
中
の
竈
神
に
対
し
て
も
同
様
の
祓
、
祭
祀
が
行
わ
れ
た
と
推
測
で
き
る
だ

ろ
う
。

［
土
地
］

鎮
土
公
祭
の
「
土
公
」
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
土
公
神
と
い
う
土
地
神
で
あ
る
。
春
は
竈
、
夏
は
門
、
秋
は
井
戸
、
冬
は
庭
と
そ
の

時
々
に
所
在
が
異
な
る
上
、
そ
の
所
在
地
を
犯
触
し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
い
と
祟
り
を
為
す
神
で
あ
る
。
深
澤
瞳
氏
は
、「
土
公
神
は
、

遊
行
す
る
神
で
あ
り
、
そ
の
折
の
居
場
所
や
方
角
で
、
土
と
か
か
わ
る
建
築
・
土
木
工
事
等
を
行
う
こ
と
は
犯
土
と
さ
れ
、
忌
み
の
対
象
で

「令外祭祀」について（7



あ
っ
た
。
犯
土
に
な
る
と
禍
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
土
忌
が
さ
れ
た（
11
（

」
と
説
明
し
て
い
る
。
土
木
工
事
に
関
す
る
研
究
で
は
、
八
世

紀
に
増
加
し
た
土
木
事
業
が
九
世
紀
か
ら
減
少
し
て
い
き
、
十
世
紀
に
は
空
白
期
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
十
一
世
紀
に
な
る
ま
で
土
木
事
業
が

積
極
的
に
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
検
証
さ
れ
、
そ
し
て
こ
の
空
白
期
の
原
因
を
「
犯
土
」
思
想
の
発
達
に
求
め
て
い
る（
11
（

。
そ
の

「
犯
土
」
は
、『
古
事
類
苑
』
所
収
『
朝
野
群
載
』「
犯
土
禁
忌
」
に
よ
る
と
、
自
宅
よ
り
四
十
五
歩
（
約
八
十
一
メ
ー
ト
ル
（
以
内
で
行
わ
れ

る
三
尺
（
約
一
メ
ー
ト
ル
（
以
上
の
掘
削
を
伴
う
土
木
工
事
に
対
し
て
土
忌
（
方
違
（
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た（
11
（

。「
犯

土
」
思
想
は
、
貴
族
の
日
記
に
増
え
始
め
る
時
期
等
か
ら（
1（
（

、『
延
喜
式
』
が
編
纂
さ
れ
た
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
急
速
に
発
達
し

た
考
え
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
土
公
神
は
竈
や
井
戸
に
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
竈
を
作
る
た
め
に
は
、
土
を
使
っ
て
土
台
を
作
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
井
戸
を
作
る
に
も
三
尺
を
越
え
て
土
を
掘
る
必
要
が
あ
る
た
め
犯
土
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た（
11
（

。
こ
こ
か
ら
前
述
の
竈
神

祭
祀
、
後
述
の
井
神
祭
祀
に
対
し
て
も
「
犯
土
」
思
想
が
関
係
し
、
陰
陽
師
が
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

鎮
新
宮
祭
に
関
連
す
る
の
は
、『
西
宮
記
』
臨
時
七
「
天
皇
移
新
殿
」
天
徳
四
年
（
九
六
〇
（
十
一
月
四
日
条
に
「
遷
冷
泉
院
、
御
輿
留

西
門
、
神
祇
官
奉
御
麻
、
入
御
自
西
門
、
陰
陽
頭
具
膽
前
行
、
次
童
女
四
人
（
後
略
（」
と
あ
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で
は
、
村
上
天

皇
が
内
裏
焼
失
の
た
め
冷
泉
院
に
避
難
し
た
際
、
神
祇
官
と
共
に
陰
陽
寮
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
前
述
の
鎮
土
公
祭
と
同

様
に
、
土
地
神
を
鎮
め
る
の
に
陰
陽
寮
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
鎮
新
宮
祭
自
体
が
土
公
神
信
仰
、
犯
土
信
仰
と
関
連
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
鎮
御
在
所
祭
も
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
は
文
字
通
り
天
皇
の
御
在
地
に
対
す
る
鎮
祭
で
あ
る
。『
三
代
実
録
』

元
慶
元
年
（
八
七
七
（
二
月
二
十
九
日
条
「
是
日
申
時
。
天
皇
遷
自
東
宮
。
御
仁
壽
殿
。
童
女
四
人
。
一
人
秉
燎
火
。
一
人
持
盥
手
器
。
二

人
牽
黄
牛
二
頭
。
在
御
輿
前
。
用
陰
陽
家
鎭
新
居
之
法
也
。
公
卿
宿
侍
内
裏
。
三
日
不
出
。」
の
記
事
で
は
、
陽
成
天
皇
が
即
位
し
、
東
宮

か
ら
移
動
す
る
際
に
行
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
陰
陽
道
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
前
述
の
土
公
信
仰
と
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

（8



［
水
（
井
戸
（］

御
川
水
祭
は
四
時
祭
に
も
同
じ
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
建
物
及
び
敷
地
を
守
護
す
る
意
味
を
持
つ
祭
祀
で
あ
る
。
一
方
で
、
土
地
神

関
連
の
祭
祀
と
並
ん
で
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
天
皇
が
遷
御
す
る
場
合
に
そ
の
遷
っ
た
先
の
新
殿
を
守
護
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
祭
祀
で

も
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
水
神
祭
も
ま
た
、
竈
や
井
戸
に
関
す
る
祭
祀
と
並
ん
で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
竈
と
共
に
使
用
さ
れ
る
水

に
対
す
る
祭
祀
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
御
井
祭
・
産
井
祭
も
、
同
じ
く
竈
と
一
緒
に
使
用
さ
れ
る
水
を
出
す
井
戸
に
い
る
井
神
に
対
す
る

祭
祀
で
あ
ろ
う
。
ま
た
加
え
て
、「
犯
土
」
思
想
に
よ
っ
て
井
戸
を
掘
り
作
る
こ
と
も
制
限
を
受
け
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

鐘
方
正
樹
氏
は
、
十
世
紀
頃
か
ら
井
戸
へ
の
祭
祀
に
も
陰
陽
道
の
影
響
が
出
始
め
て
い
た
と
指
摘
す
る（
11
（

。

陰
陽
道
が
関
連
し
た
と
考
え
ら
れ
る
祭
祀
は
、
九
、
十
世
紀
以
降
に
多
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
は
り
、
当
該

期
の
陰
陽
道
の
流
行
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

即
位
関
係
祭
祀� 

【
表
⑩
】

［
践
祚
大
嘗
祭
］

（
践
祚
（
大
嘗
祭
は
、
即
位
儀
礼
の
一
環
で
即
位
し
て
最
初
に
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
で
あ
る
。
御
禊
は
、
そ
の
一
連
の
次
第
に
属
す
る
も
の

で
、
大
嘗
祭
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
天
皇
が
穢
れ
を
水
に
よ
っ
て
祓
い
清
め
る
た
め

に
行
う
儀
式
で
あ
る
。
ま
た
羅
城
御
贖
は
、
天
皇
一
代
一
度
に
行
わ
れ
る
御
贖
の
一
種

で
あ
る
。
御
贖
と
は
、
元
々
は
罪
や
身
の
穢
れ
を
祓
い
清
め
る
た
め
の
呪
具
を
意
味
す

る
。
羅
城
御
贖
自
体
の
史
料
は
乏
し
く
、
た
だ
『
貞
信
公
記
』
承
平
二
年
十
一
月
二
日

条
に
「
羅
城
祭
可
行
去
月
廿
三
日
、
而
所
司
称
用
途
不
足
不
行
、
仍
今
日
行
」
と
あ
る

「
羅
城
祭
」
が
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
時
は
、
前
月
の
二

【
表
⑩
】
即
位
関
係
祭
祀

祭
祀
名

条
文

関
連
地

関
連
氏
族
（
執
行
者
（

［
践
祚
大
嘗
祭
］

御
禊

十
三
条

―

不
明

羅
城
御
贖

十
四
条

羅
城
門

不
明

［
そ
の
他
即
位
］

八
十
嶋
祭

二
十
二
条
・
二

十
三
条

難
波
国

御
巫
・
生
嶋
巫
等

『
出
雲
国
造
神
賀

詞
』
奏
上
儀
礼

三
十
五
～
三
十
七

条

出
雲
国

出
雲
氏

「令外祭祀」について（9



十
五
日
に
河
頭
御
禊
、
同
月
十
三
日
に
大
嘗
祭
が
あ
っ
た
が
、
大
嘗
祭
の
前
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
意
図
さ
れ
た
御
贖
だ
っ
た
。

［
そ
の
他
即
位
］

八
十
島
祭
は
、
天
皇
が
即
位
し
、
大
嘗
祭
を
行
っ
た
翌
年
に
難
波
津
に
て
行
わ
れ
る
祭
祀
で
あ
り
、
御
巫
と
生
島
巫
（
宮
廷
の
無
位
の
巫

女
（
が
参
加
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
史
料
上
の
初
見
は
『
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
（
九
月
八
日
条
で
あ
る（
11
（

。
即
位
関
連
の

祭
祀
で
あ
る
た
め
、
先
行
研
究
が
豊
富
に
あ
る（
11
（

。
ま
ず
祭
祀
の
意
義
に
関
す
る
も
の
に
は
、
田
中
卓
氏
の
大
嘗
祭
後
の
祓
説
、
瀧
川
政
次
郎

氏
の
泰
山
符
君
を
祭
る
陰
陽
道
祭
祀
説
、
若
井
敏
明
氏
の
海
神
祭
祀
説
、
吉
田
晶
氏
の
河
口
地
域
の
陸
化
現
象
を
国
土
造
成
に
見
立
て
た
祭

祀
説
、
そ
し
て
岡
田
精
司
氏
の
大
八
洲
の
霊
を
天
皇
に
付
与
す
る
祭
祀
説
で
あ
る
。
ま
た
起
源
に
関
し
て
も
、
田
中
・
瀧
川
両
氏
は
、
初
見

の
嘉
祥
三
年
の
説
を
提
唱
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
説
と
し
て
は
、
若
井
氏
の
七
世
紀
後
半
・
天
武
朝
頃
、
吉
田
氏
の
五
世
紀
頃
・
大
阪
湾
周

辺
の
氏
族
祭
祀
と
し
て
始
ま
り
六
世
紀
に
宮
廷
祭
祀
と
な
っ
た
と
い
う
説
、
そ
し
て
岡
田
氏
の
五
世
紀
初
頭
に
河
内
政
権
の
王
位
継
承
儀
礼

と
し
て
発
生
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
五
世
紀
ま
で
遡
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
武
三
年
（
六
九
九
（
正
月
二
十
七
日
の
文
徳
天

皇
（
大
嘗
祭
六
九
八
年
（
や
、
神
亀
二
年
（
七
二
五
（
十
月
十
日
の
聖
武
天
皇
（
大
嘗
祭
七
二
四
年
（
の
難
波
宮
行
幸
の
例
を
み
れ
ば（
11
（

、
少
な

く
と
も
七
、
八
世
紀
に
は
大
嘗
祭
の
翌
年
に
難
波
行
幸
を
す
る
形
式
が
存
在
し
た
と
言
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
祭
祀
に
つ
い

て
は
、
祭
神
に
関
し
て
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。『
延
喜
式
』
で
は
住
吉
、
垂
水
等
が
奉
幣
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
岡
田
氏
に
よ
る
と
、

こ
れ
は
本
来
の
祭
神
で
は
な
く
関
連
す
る
神
格
で
あ
り
、
本
来
の
祭
神
は
大
八
洲
の
神
つ
ま
り
生
島
・
足
島
神
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
大

八
洲
神
は
、
難
波
大
社
と
も
い
う
難
波
生
國
魂
神
社
に
鎮
座
す
る
と
と
も
に
、
宮
中
で
生
島
巫
に
よ
っ
て
祭
ら
れ
た
国
土
の
生
成
と
安
寧
に

関
わ
る
神
格
で
あ
り
、
国
土
の
神
格
化
と
も
言
う
べ
き
神
で
あ
る
。
天
皇
即
位
に
関
連
す
る
祭
祀
の
祭
神
と
し
て
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』
奏
上
儀
礼
は
、
即
位
儀
礼
の
一
種
で
霊
亀
二
年
（
七
一
六
（
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
出
雲
国
内
で
一

年
の
斎
を
行
い
、
同
じ
次
第
を
二
回
繰
り
返
す
の
が
特
徴
で
あ
る
。
天
皇
即
位
に
関
わ
る
八
十
嶋
祭
の
開
始
が
、
文
武
天
皇
の
即
位
時
に
求

（0



め
ら
れ
る
の
な
ら
、
こ
れ
は
『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』
奏
上
儀
礼
と
同
じ
く
、
天
武
（
草
壁
（
皇
統
の
即
位
を
意
図
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も

の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か（
11
（

。

悪
し
き
も
の
が
入
っ
て
く
る
の
を
防
ぐ� 

【
表
⑪
】

八
衢
祭
の
祭
神
は
、
記
紀
神
話
で
登
場
す
る
三
柱
の
衢
神
の
内
（
サ
ル
タ
ヒ
コ
・
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
・
岐
神
（、
天
の
八
衢
に
い
て
「
天
孫

降
臨
神
話
」
で
天
孫
を
日
向
へ
道
案
内
を
し
た
サ
ル
タ
ヒ
コ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
衢
と
は
、『
説
文
解
字
』
第
二
篇
下
に
「
四
達
、
謂

之
衢
」
と
あ
る
よ
う
に
、
四
方
八
方
に
通
じ
る
道
の
こ
と
で
あ
る
。
姜
鐘
植
氏
は
、
衢
は
「
外
部
の
客
を
迎
え
入
れ
た
り
す
る
交
通
の
要
路
、

出
会
い
の
場
所
、
外
部
の
も
の
と
戦
っ
た
り
す
る
境
界
の
場
所（
11
（

」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
は
、
衢
神
の
中
で
最
初
に
登
場
す
る
岐

神
か
ら
見
て
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ザ
ナ
キ
が
イ
ザ
ナ
ミ
の
率
い
た
鬼
神
に
追
い
込
ま
れ
た
時
に
、
境
界
で
杖
を
投
げ
て
鬼
神
を
退
け
た
、

そ
の
杖
が
岐
神
だ
と
い
う
話
で
あ
る
。
そ
の
関
係
か
ら
衢
神
の
機
能
は
、
世
界
の
間
に
立
ち
、
悪
し
き
も
の
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
防
ぐ

と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

疫
神
祭
は
、
宮
城
四
隅
疫
神
祭
及
び
畿
内
十
処
疫
神
祭
と
あ
る
よ
う
に
、
宮
の
四
隅
あ
る
い
は
畿
内
の
国
境
で
行
わ
れ
た
祭
祀
で
あ
る
。

「
律
令
祭
祀
」
道
饗
祭
の
形
態
を
前
提
と
し
て
、
疫
病
の
流
入
に
臨
時
に
対
応
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
関
口
靖
之
氏
は
、「
外

へ
出
向
く
時
の
道
中
安
全
を
祈
る
意
味（
11
（

」
も
あ
っ
た
と
す
る
。「
疫
神
」
の
初
見
は
、『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
（
六
月
二
十
三
日

条
「
祭
疫
神
於
京
師
四
隅
。
畿
内
十
堺
。」
の
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
宝
亀
年
間
に
は
「
疫
神
」
を
祭
る
こ
と
が
頻
繁
に
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
董
伊
莎
氏
は
、
天
平
年
間
（
七
二
九
─
七
四
九
（
に
使
者
に
よ
っ
て
大
陸
あ
る
い
は
半
島

か
ら
疫
病
（
天
然
痘
（
及
び
疫
神
信
仰
が
伝
え
ら
れ
た
の
が
起
源
だ
と
す
る（
11
（

。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、

疫
病
は
外
来
の
も
の
と
い
う
認
識
が
生
ま
れ
、
外
と
内
を
つ
な
ぐ
境
界
、
衢
で
の
祭
祀
が
執
り
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
外
部
か
ら
入
り
込
む
も
の
を
防
ぐ
た
め
に
境
界
・
辻
で
祭
祀
を
行
う
と

【
表
⑪
】 

悪
し
き
も
の
が
入
っ
て
く

る
の
を
防
ぐ

祭
祀
名

条
文

祭
神

八
衢
祭

十
五
条

サ
ル
タ
ヒ
コ

宮
城
疫
神
祭

二
十
四
条

疫
神

畿
内
疫
神
祭

二
十
五
条

疫
神

「令外祭祀」について（（



い
う
形
は
、
行
幸
時
や
外
国
か
ら
の
使
者
を
迎
え
入
れ
る
時
も
、
同
様
に
当
て
は
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

「
令
外
祭
祀
」
は
、
①
「
律
令
祭
祀
」
と
同
類
の
役
割
を
持
ち
補
完
す
る
も
の
と
、
②
「
律
令
祭
祀
」
に
は
な
い
機
能
を
持
つ
も
の
と
に

大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
前
者
す
な
わ
ち
「
律
令
祭
祀
」
の
役
割
で
最
も
大
き
な
も
の
は
、
天
皇
の
即
位
に
関
係
す
る
機
能
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
機
能
は
、
参
照
元
に
な
っ
た
は
ず
の
唐
祠
令
に
は
記
載
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
唐
（
中
国
（
と
日
本
の
即
位
に
対
す
る
考
え
、

事
情
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
で
は
、
王
朝
が
変
わ
る
際
の
皇
帝
位
の
移
動
に
は
悪
し
き
王
を
打
倒
し
た
等
と
正
当
性

を
主
張
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
同
じ
王
朝
内
で
の
皇
帝
位
の
移
動
は
前
代
か
ら
の
引
継
ぎ
が
あ
れ
ば
十
分
に
な
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
一

方
日
本
で
は
、
名
目
上
は
同
一
王
朝
と
し
て
い
る
た
め
、
律
令
導
入
を
本
格
的
に
着
手
し
始
め
た
天
武
天
皇
が
即
位
し
た
背
景
で
あ
る
「
壬

申
の
乱
」
は
正
当
性
を
主
張
す
る
意
味
を
全
く
持
た
な
い
。
む
し
ろ
、
逆
効
果
に
な
る
出
来
事
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
前
代
か
ら
の
引
継
ぎ
な

し
で
同
一
王
朝
内
で
の
皇
位
の
移
動
を
行
う
た
め
に
、
多
く
の
他
者
か
ら
正
当
性
を
保
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に

は
、
責
任
を
外
部
に
求
め
る
日
本
的
な
考
え
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

後
者
す
な
わ
ち
「
律
令
祭
祀
」
に
は
な
い
機
能
を
持
つ
も
の
は
、
㋑
外
戚
氏
族
（
藤
原
氏
（
の
祭
祀
の
公
祭
化
し
た
も
の
及
び
㋺
土
公
神

や
竈
神
と
い
っ
た
陰
陽
道
に
関
係
す
る
祭
祀
で
あ
る
。
㋑
は
当
該
期
の
藤
原
氏
の
隆
盛
か
ら
、
そ
の
発
達
の
要
因
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

㋺
は
律
令
制
導
入
時
に
は
、
ま
だ
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
信
仰
か
ら
発
生
し
た
脅
威
に
対
応
す
る
た
め
の
祭
祀
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
張

麗
山
氏
が
「
土
公
信
仰
を
日
本
に
広
げ
た
の
は
や
は
り
陰
陽
師
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に（
1（
（

、
こ
の
流
布
さ
れ
た
新
し
い
論
理
・
信
仰
が

新
た
な
脅
威
を
生
み
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
新
し
い
対
応
策
で
あ
る
祭
祀
が
必
要
と
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（（



註（
（
（
井
上
光
貞
『
日
本
古
代
の
王
権
と
祭
祀
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
（

（
（
（
三
橋
正
「
律
令
祭
祀
の
変
質
と
律
令
外
祭
祀
」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要
【
日
本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】』
一
五
、
二
〇
〇
七
年
（

（
（
（
三
橋
前
掲
（
（
（

（
（
（
早
川
庄
八
「
東
ア
ジ
ア
外
交
と
日
本
律
令
制
の
推
移
」（
岸
俊
男
編
『
古
代
国
家
と
日
本
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
年
（

（
5
（
矢
野
建
一
「
律
令
国
家
の
祭
祀
と
天
皇
」（『
歴
史
学
研
究
』
五
六
二
、
一
九
八
六
年
（、
西
宮
秀
紀
『
律
令
国
家
と
神
祇
祭
祀
制
度
の
研

究
』（
壇
書
房
、
二
〇
〇
四
年
（

（
6
（
三
橋
前
掲
（
（
（

（
7
（『
令
集
解
』
巻
二　

職
員
令
神
祇
官
条
「
令
釈
」

神
祇
者
、
是
人
主
之
所
重
、
臣
下
之
所
尊
、
祈
福
祥
、
求
永
貞
、
无
所
不
帰
神
祇
之
徳
。
故
以
神
祇
官
、
爲
百
官
之
首
。

（
8
（『
隋
書
』
巻
八
十
一　

列
伝
第
四
十
六
東
夷
「
倭
国
」
条

開
皇
二
十
年
、
倭
王
姓
阿
毎
、
字
多
利
思
比
孤
、
號
阿
輩
雞
彌
、
遣
使
詣
闕
。
上
令
所
司
訪
其
風
俗
。
使
者
言
俀
王
以
天
爲
兄
、
以
日

爲
弟
、
天
未
明
時
出
聽
政
跏
趺
坐
、
日
出
便
停
理
務
、
云
委
我
弟
。
高
祖
曰
、
此
太
無
義
理
。
於
是
訓
令
改
之
。（
後
略
（

（
9
（『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
二　

推
古
天
皇
十
五
年
（
六
〇
七
（
二
月
九
日
条

詔
曰
。
朕
聞
之
。
曩
者
我
皇
祖
天
皇
等
宰
世
也
。
蹐
天
蹐
地
。
敦
礼
神
祇
。
周
祠
山
川
。
幽
通
乾
坤
。
是
以
陰
陽
開
和
造
化
共
調
。
今

当
朕
世
。
祭
祠
神
祇
。
豈
有
怠
乎
。
故
群
臣
共
爲
竭
心
宜
拝
神
祇
。

　
　

 

『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
十
五
年
二
月
十
五
日
条

皇
太
子
及
大
臣
率
百
寮
。
以
祭
拝
神
祇
。

「令外祭祀」について（（



（
（0
（
中
国
の
律
令
の
性
格
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
曾
我
部
静
雄
『
日
中
律
令
論
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
（
に
詳
し
い
。
以
降
は
、
基
本

的
に
は
曾
我
部
氏
の
論
を
参
照
し
て
い
く
。

（
（（
（『
爾
雅
』
釈
詁
篇

典
、
彝
、
法
、
則
、
刑
、
範
、
矩
、
庸
、
恆
、
律
、
戛
、
職
、
秩
、
常
也
、
柯
、
憲
、
刑
、
範
、
辟
、
律
、
矩
、
則
、
法
也
。

（
（（
（『
爾
雅
』
釈
詁
篇

命
、
令
、
禧
、
畛
、
祈
、
請
、
謁
、
訊
、
誥
、
告
也
。

（
（（
（『
唐
律
疏
議
』
巻
一　

名
例
律

商
鞅
傳
授
、
改
法
爲
律
。

（
（（
（
董
仲
舒
の
対
策
に
よ
っ
て
儒
教
が
国
教
化
し
た
と
い
う
通
説
は
、
福
井
重
雅
氏
（『
漢
代
儒
教
の
史
的
研
究　

儒
教
の
官
學
化
を
め
ぐ
る
定

説
の
再
檢
討
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
（（
や
、
渡
邉
義
浩
氏
（『
両
漢
の
儒
教
と
政
治
権
力
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
（（
等
に
否
定

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
律
令
が
儒
教
の
要
素
を
含
ん
で
い
た
こ
と
を
知
る
だ
け
で
よ
い
の
で
通

説
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
。

（
（5
（
西
嶋
定
生
「
漢
代
に
お
け
る
即
位
儀
礼
─
と
く
に
帝
位
継
承
の
ば
あ
い
に
つ
い
て
─
」（
榎
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
編
纂
委
員
会
編

『
東
洋
史
論
叢
─
榎
博
士
還
暦
記
念
』
山
川
出
版
社
、
一
九
七
五
年
（

（
（6
（
唐
祠
令
の
条
文
は
、
基
本
的
に
は
仁
井
田
陞
編
『
唐
令
拾
遺
補
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
（
か
ら
引
用
し
、
中
村
裕
一
『
唐
令

逸
文
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
（
等
も
参
考
に
す
る
。

（
（7
（
唐
祠
令
三
十
八
条

（
前
略
（
散
斎
之
内
、
斎
官
昼
理　

事
如
故
、
夜
宿
於
家
正
寝
、
惟
不
得
弔
喪
問
疾
、
不
判
署
刑
殺
文
書
、
不
決
罰
罪
人
、
不
作
楽
、
不

（（



預
穢
悪
之
事
、
致
斎
惟
祀
事
得
行
、
其
餘
悉
断
。
非
応
散
斎
致
斎
者
、
惟
清
斎
一
宿
於
本
司
及
祠
所
。

（
（8
（
岸
俊
男
「
ワ
ニ
氏
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
大
阪
歴
史
学
会
編
『
律
令
国
家
の
基
礎
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
（

（
（9
（
井
上
辰
雄
「
大
化
前
代
の
中
臣
氏
」（『
古
代
王
権
と
宗
教
的
部
民
』
柏
書
房
、
一
九
八
〇
年
（

（
（0
（
岡
田
荘
司
「
平
安
前
期　

神
社
祭
祀
の
公
祭
化
・
上
─
平
安
初
期
の
公
祭
に
つ
い
て
─
」（『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』
続
群
書
類
従
完

成
会
、
一
九
九
六
年
（

（
（（
（
重
富
滋
子
「
春
日
信
仰
に
お
け
る
神
鹿
と
そ
の
造
形
」（『
美
学
・
美
術
史
学
科
報
』
十
六
、
一
九
八
八
年
（

（
（（
（
宮
地
直
一
『
八
幡
宮
の
研
究　

春
日
神
社
の
研
究
』（
蒼
洋
社
、
一
九
八
五
年
（

（
（（
（
神
郡
と
は
、
特
定
の
神
社
（
国
家
・
天
皇
祭
祀
と
密
接
に
関
わ
る
神
社
（
の
祭
祀
を
経
済
的
・
人
材
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
設
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
家
に
重
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
氏
神
と
し
て
祭
る
こ
と
は
、
そ
の
神
威
を
取
り
込
む
こ
と
と
な
る
。

（
（（
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
「
科
祓
事
」
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
（
五
月
十
四
日
官
符

（
前
略
（
右
闕
怠
大
忌
祭
、
風
神
祭
、
鎮
花
祭
、
三
枝
祭
、
鎮
火
祭
、
相
嘗
祭
、
道
饗
祭
、
平
野
祭
、
園
韓
神
春
日
等
祭
事
。（
後
略
（

（
（5
（『
日
本
後
紀
』
巻
十
二　

延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
（
二
月
十
日
条

（
前
略
（
典
闈
建
部
千
繼
。
被
充
春
日
祭
使
。（
後
略
（

（
（6
（『
文
徳
天
皇
実
録
』
巻
二　

嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
（
九
月
十
五
日
条

亦
遣
參
議
藤
原
朝
臣
助
向
春
日
大
神
社
。
策
命
曰
。
天
皇
〈
我
〉
詔
旨
〈
止
〉。
大
神
〈
乃
〉
廣
前
〈
爾
〉
申
賜
〈
倍
止
〉
申
〈
久
〉。

皇
大
神
〈
乃
〉
厚
護
〈
爾
〉
依
〈
天
之
〉。
天
日
嗣
〈
乃
〉
高
御
座
〈
爾
波
〉。
平
〈
介
久
〉
即
賜
〈
止
奈
毛
〉
所
念
行
〈
須
〉。
因
茲

〈
天
〉。
先
先
〈
爾
〉
祷
申
賜
〈
比
之
〉
御
冠
〈
止
〉
爲
〈
天
奈
毛
〉。
建
御
賀
豆
智
命
。
伊
波
比
主
命
二
柱
〈
乃
〉
大
神
〈
乎
波
〉
正
一

位
〈
爾
〉。
天
兒
屋
根
命
〈
乎
波
〉
從
一
位
〈
爾
〉。
比
賣
神
〈
乎
波
〉
正
四
位
上
〈
爾
〉。
上
奉
〈
利
〉
崇
奉
〈
留
〉
状
〈
乎
〉。
神
財

「令外祭祀」について（5



〈
乎
〉
令
捧
持
〈
天
〉
奉
出
〈
須
〉。（
後
略
（

（
（7
（『
文
徳
天
皇
実
録
』
巻
三　

仁
寿
元
年
（
八
五
一
（
二
月
十
二
日
条

別
制
大
原
野
祭
儀
。
一
准
梅
宮
祭
。

　
　

 

義
江
明
子
「
春
日
祭
祝
詞
と
藤
原
氏
」（『
日
本
古
代
の
氏
の
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
（

（
（8
（
斎
女
制
は
、
貞
観
八
年
（
八
六
六
（
に
成
立
し
た
が
、
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
（
を
最
後
に
姿
を
消
し
て
い
る
。

（
（9
（
岡
田
前
掲
（
（0
（

（
（0
（『
文
徳
天
皇
実
録
』
巻
二　

嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
（
十
月
二
十
日
条

（
前
略
（
亦
遣
右
中
辨
兼
右
近
衞
中
將
從
四
位
下
藤
原
朝
臣
氏
宗
向
園
神
韓
神
等
社
。
策
命
曰
。
天
皇
〈
我
〉
詔
旨
〈
爾
〉
申
給
〈
久
〉。

御
冠
奉
授
〈
无
止
〉
祷
申
賜
〈
比
之
爾
〉
依
〈
天
〉。
從
五
位
下
〈
乃
〉
御
冠
〈
乎
〉
奉
授
〈
利
〉
崇
奉
〈
留
〉
状
〈
乎
〉。
御
位
記
令

持
〈
天
〉
奉
出
〈
須
〉。（
後
略
（

（
（（
（
渡
御
祭
（
三
月
中
卯
日
（・
還
御
祭
（
四
月
上
酉
日
（
か
ら
な
る
神
霊
移
動
の
儀
式
次
第
を
持
つ
神
事
。

（
（（
（
三
宅
和
朗
「
平
野
祭
の
基
礎
的
考
察
」（『
史
学
』
六
十
六
（
一
（、
一
九
九
六
年
（

（
（（
（
榎
村
寛
之
「
日
本
古
代
神
祇
祭
祀
法
に
お
け
る
「
法
意
識
」
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
─
大
宝
神
祇
令
か
ら
延
喜
神
祇
式
へ
」（『
法
制
史

研
究
』
五
十
九
、
二
〇
〇
九
年
（

（
（（
（『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
七　

天
智
十
年
是
歳
条

讚
岐
国
山
田
郡
人
家
、
有
鶏
子
四
足
者
。
又
大
炊
省
有
八
鼎
鳴
。
或
一
鼎
鳴
。
或
二
或
三
倶
鳴
。
或
八
倶
鳴
。

（
（5
（『
文
徳
天
皇
実
録
』
巻
七　

斉
衡
二
年
（
八
五
五
（
十
二
月
一
日
条

大
炊
寮
大
八
嶋
竃
神
。
齋
火
武
主
比
命
神
。
内
膳
司
庭
火
皇
神
並
授
從
五
位
下
。

（6



（
（6
（
松
前
健
「
古
代
宮
廷
竈
神
考
」（『
古
代
信
仰
と
民
俗
』
お
う
ふ
う
、
一
九
九
八
年
（

（
（7
（
門
田
誠
一
「
竈
神
に
み
る
都
と
鄙
」（
池
見
澄
隆
編
『
冥
顕
論　

日
本
人
の
精
神
史
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
年
（

（
（8
（
深
澤
瞳
「『
狭
衣
物
語
』
の
土
忌
」（
倉
田
実
編
『
王
朝
人
の
婚
姻
と
信
仰
』
森
話
社
、
二
〇
一
〇
年
（

（
（9
（
西
山
孝
樹
木
他
「
わ
が
国
の
平
安
時
代
に
お
け
る
「
土
木
事
業
の
空
白
期
」
に
関
す
る
研
究
」（『
土
木
学
会
論
文
集
』
六
十
八
、
二

〇
一
二
年
（

（
（0
（『
古
事
類
苑
』
方
技
部
三　

陰
陽
道
下
「
土
忌
」
所
収
『
朝
野
群
載
』
巻
十
五　

陰
陽
道
「
犯
土
禁
忌
」

勘
申
隣
里
犯
土
禁
忌
歩
数
事

陰
陽
書
云
、
居
郭
邑
内
者
、
土
氣
去
宅
卌
五
歩
、
各
爲
一
區
、
過
之
外
土
氣
不
害
人
、
掘
地
起
土
、
深
過
三
尺
爲
害
、
不
滿
三
尺
無
害
、

本
命
法
云
、
禍
害
絶
命
鬼
五
墓
之
郷
、
去
舍
三
百
歩
内
、
雖
身
不
往
、
害
人
作
病
云
々
、（
後
略
（

（
（（
（『
蜻
蛉
日
記
』
天
禄
三
年
（
九
七
二
（

廿
七
八
日
の
ほ
ど
に
、
土
を
か
す
と
て
、
ほ
か
な
る
夜
し
も
、
め
づ
ら
し
き
こ
と
あ
り
け
る
を
、
人
つ
げ
に
き
た
る
も
、
な
に
ご
と
も

お
ぼ
え
ね
ば
、
う
く
て
や
み
ぬ
。

　
　

 

『
小
右
記
』
長
和
三
年
（
一
〇
〇
一
（
正
月
十
五
日
条

源
宰
相
来
談
去
、
今
日
東
地
立
屋
、
土
公
入
間
也
、
光
栄
所
勘
者
、

　
　

 

『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
（
三
月
十
九
日
条

午
刻
寝
殿
東
西
渡
殿
初
立
此
間
少
女
同
車
立
北
門
外
、
立
柱
上
棟
了
帰
入
、
申
尅
許
内
供
自
天
台
来
、
爲
訪
申
老
尼
種
物
、
證
源
師
云
、

今
日
見
瘡
躰
、
可
難
治
欤
、
尼
君
爲
避
犯
土
今
暁
渡
宰
相
宅
、

　
　

 

『
中
右
記
』
嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
（
十
一
月
三
日
条

「令外祭祀」について（7



今
日
戌
剋
立
内
膳
屋
、（
其
所
從
町
尻
東
、
御
倉
町
中
也
、（
先
申
殿
下
奏
事
由
、
只
今
之
御
所
東
對
廿
七
丈
之
中
也
、
可
令
避
犯
土
御

也
、
中
寝
殿
西
庇
暫
供
御
座
、
中
宮
・
主
上
暫
令
渡
御
也
、（
権
大
進
仲
實
令
御
装
束
、
主
上
同
渡
御
一
所
、（

（
（（
（『
小
右
記
』
長
元
元
年
（
一
〇
二
八
（
十
一
月
七
日
条

今
日
令
掘
井
、
不
及
遣
水
沸
出
、
即
臨
覧
、
大
有
興
、
是
則
柏
近
湯
屋
、
亦
咫
尺
耳
、
以
陰
陽
属
爲
利
令
散
供
井
鳥
、

　
　

 

『
中
右
記
』
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
（
正
月
十
九
日
条

近
日
禁
井
破
損
、（
在
皇
居
戌
亥
角
、（
仍
今
日
修
理
、
爲
避
土
公
（
丈
尺
之
外
也
、（
宸
儀
暫
遷
御
東
中
門
廊
、
先
懸
御
簾
於
南
北
東
、

立
廻
大
宋
御
屛
風
土
帖
、
其
中
供
御
座
、
卯
剋
渡
御
、（
後
略
（

（
（（
（
鐘
方
正
樹
『
井
戸
の
考
古
学
』（
同
成
社
、
二
〇
〇
三
年
（

（
（（
（『
文
徳
天
皇
実
録
』
巻
二　

嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
（
九
月
八
日
条

遣
宮
主
正
六
位
下
占
部
雄
貞
。
神
琴
師
正
六
位
上
菅
生
朝
臣
末
繼
。
典
侍
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
泉
子
。
御
巫
无
位
榎
本
連
淨
子
等
。
向

攝
津
國
祭
八
十
嶋
。

（
（5
（
岡
田
精
司
『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』（
壇
書
房
、
一
九
七
〇
年
（・『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』（
壇
書
房
、
一
九
九
二
年
（、
吉
田
晶

『
古
代
の
難
波
』（
教
育
社
、
一
九
八
二
年
（、
若
井
敏
明
「
八
十
島
祭
の
再
検
討
」（『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
四
（
二
（、
二
〇
〇
〇

年
（、
三
品
彰
英
『
古
代
祭
政
と
穀
霊
信
仰
』（
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
（、
田
中
卓
『
神
社
と
祭
祀
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
（、
滝
川

政
次
郎
『
律
令
と
大
嘗
祭
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
（
以
降
、
各
論
者
の
説
は
、
本
註
記
載
の
論
文
か
ら
の
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
（6
（『
続
日
本
紀
』
巻
第
一　

文
武
三
年
（
六
九
九
（
正
月
二
十
七
日
条

是
日
。
幸
難
波
宮
。

　
　

 

『
続
日
本
紀
』
巻
第
九　

神
亀
二
年
（
七
二
五
（
十
月
十
日
条
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天
皇
幸
難
波
宮
。

（
（7
（
八
十
嶋
祭
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
（8
（
姜
鐘
植
「『
天
の
八
衢
』
に
つ
い
て
─
古
事
記
を
中
心
に
─
」（『
文
学
史
研
究
』
三
十
八
、
一
九
九
七
年
（

（
（9
（
関
口
靖
之
「
古
代
山
城
国
境
で
の
疫
神
祭
地
と
主
要
な
通
路
」（『
歴
史
地
理
学
紀
要
』
三
十
、
一
九
八
八
年
（

（
50
（
董
伊
莎
氏
「
古
代
日
本
の
疫
病
関
連
信
仰
に
お
け
る
外
来
的
要
素
に
つ
い
て
─
平
安
時
代
の
御
霊
会
を
中
心
と
し
て
─
」（『
文
化
交
渉　

東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
院
生
論
集
』
六
、
二
〇
一
六
年
（

（
5（
（
張
麗
山
「
日
本
古
代
に
お
け
る
呪
術
的
宗
教
文
化
需
要
の
一
考
察
─
土
公
信
仰
を
手
が
か
り
と
し
て
─
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』

六
、
二
〇
一
三
年
（

「令外祭祀」について（9



【別表①】『延喜式』四時祭上
番号 条文名 本　　文

（ 大中小祀条

凡践祚大嘗祭爲大祀、祈年、月次、神嘗、新嘗、賀茂等祭爲中祀、大忌、風神、鎮
花、三枝、相嘗、鎮魂、鎮火、道饗、薗、韓神、松尾、平野、春日、大原野等祭爲小祀、
（風神祭已上、並諸司齋之、鎮花祭已下、祭官齋之、但小祀祭官齋者、内裏不齋、其遣勅
使之祭者齋之、）

（ 祭日条 凡祈年祭二月四日、大忌、風神祭並四月、七月四日、月次祭六月、十二月十一日、神嘗
祭九月十一日、其子午夘酉等日祭、各載本條、自餘祭不定日者、臨時擇日祭之、

（ 祈年祭条
祈年祭三千一百卅二座
大四百九十二座（三百四座案上官幣、一百八十八座國司所祭、）
小二千六百卌座（四百卅三座案下官幣、二千二百七座國司所祭、）

（ 祈年祭官幣条

神祇官祭神七百卅七座
奠幣案上神三百四座（宮中卅座、京中三座、幾内、山城國五十三座、大和國一百廿八座、
河内國廿三座、和泉國一座、攝津國廿六座、東海道、伊勢國十四座、伊豆國一座、武蔵
國一座、安房國一座、下總國一座、常陸國一座、東山道、近江國五座、北陸道、若狹
國一座、山陰道、丹後國一座、山陽道、播磨國三座、安藝國一座、南海道、紀伊國八座、
阿波國二座、）
社一百九十八所
座別絁五尺、五色薄絁各一尺、倭文一尺、木綿二兩、麻五兩、庸布一丈四尺、倭文纏刀
形、（倭文三寸、）絁纏刀形、（絁三寸、）布纏刀形（布三寸、）各一口、四座置、八座置
各一束、楯一枚、槍鋒一竿、弓一張、靫一口、鹿角一隻、鍬一口、酒四升、鰒、堅魚各
五兩、腊二升、海藻、滑海藻、雜海菜各六兩、鹽一升、酒坩一口、裹葉薦五尺、
前一百六座
座別絁五尺、五色薄絁各一尺、倭文一尺、木綿二兩、麻五兩、倭文纏刀形、絁纏刀形、
布纏刀形各一口、四座置、八座置各一束、楯一枚、槍鋒一竿、裹葉薦五尺、
不奠幣案上祈年神四百卅三座（並小、宮中六座、畿内、山城國六十九座、大和國一百五
十八座、河内國九十座、和泉國六十一座、攝津國卌九座、）
社三百七十五所
座別絁三尺、木綿二兩、麻五兩、四座置、八座置各一束、楯一枚、槍鋒一口、庸布一丈
四尺、裹葉薦三尺、就中六十五座、各加鍬一口、靫一口、廿八座各鍬一口、三座各靫一
口、（並見神名帳、）
前五十八座
座別絁三尺、木綿二兩、麻五兩、四座置、八座置各一束、楯一枚、槍鋒一口、裹葉薦三
尺、
　右、神祇官所祭、幣帛一依前件、具數申官、三后、皇太子御巫祭神各八座、並奠幣
案上、但臨時加減、仍不入恒數、大神宮、度會宮各加馬一疋、（籠頭料庸布一段、）御歳
社加白馬、白猪、白鶏各一、高御魂神、大宮女神、及甘樫、飛鳥、石村、忍坂、長谷、
吉野、巨勢、賀茂、當麻、大坂、膽駒、都祁、養布等山口、幷吉野、宇陀、葛木、竹谿
等水分十九社、各加馬一疋、其神祇官人以下鬘料安藝木綿一斤、中臣宣祝詞料庸布五段、
短帖一枚、（月次、大嘗鬘料、祝詞料、及短帖准此、）前祭十五日、充忌部八人、木工一
人、令造供神調度、（但靭者靭編氏作、槍木者讃岐國送納、前祭五日、令木工寮受之、）
當曹忌部官一人監造、若曹内無忌部官人、及神部之中、忌部不足九人者、兼取諸司充之、
其潔衣料布、人別二丈七尺、（官人細布一端、）一人日米二升、酒六合、（五位一升、）
鮨三兩、（五位五兩、又加東鰒、烏賊、煮堅魚各二兩、）鹽二勺、（五位五勺、）海藻二兩、
但木工者不給潔衣及食、致齋之日平明、奠幣物於齋院案上幷案下、（所司預敷案下幣薦、）
掃部寮設座於内外、（諸祭設座准此、）神祇官人率御巫等、入自中門、就西廳座、東面
北上、大臣以下入自北門、就北廳座、（大臣南面、參議以上就廳東座、西面、王大夫就廳
西座、東面、）御巫就廳下座、群官入自南門、就南廳座、北面東上、神部引祝部等、入立
於西廳之南庭、既而神祇官人降就廳前座、大臣以下及諸司、共降就廳前座、中臣進就座
宣祝詞、毎一段畢祝部称唯、宣訖中臣退出、大臣以下諸司拍手兩段、不称唯、然後皆還
本座、伯命云、奉班幣帛、史称唯、忌部二人、進夾案立、史以次、唱御巫及社祝、祝称
唯進、忌部頒幣帛畢、（大神宮幣帛者、置別案上、差使進之、）史還座申頒幣訖、諸司退
出、（月次祭儀准此、）

5 祈年祭国弊条

國司祭祈年神二千三百九十五座
大一百八十八座（東海道卅三座、東山道卅七座、北陸道十三座、山陰道卅六座、山陽道
十二座、南海道十九座、西海道卅八座、）
座別絲三兩、綿三兩、
小二千二百七座（東海道六百七十九座、東山道三百卌座、北陸道三百卅八座、山陰道五
百廿三座、山陽道百廿四座、南海道百卅四座、西海道六十九座、）
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座別絲二兩、綿二兩、
　右、國司長官以下准例、散齋三日、致齋一日、共會祭之、（祭日幷班幣儀並准神祇官、）
其幣皆用正税、

6 鳴雷神祭条

鳴雷神祭一座（十一月准此、坐大和國添上郡、）
絁二疋、絲二絇、綿二屯、五色薄絁各六尺、倭文四尺、調布二端、庸布二段、木綿、麻
各一斤、鍬四口、白米五斗、糯米二斗、大豆、小豆各一斗、酒二斗、稻四束、鰒、堅魚、
雜腊各二斤、鮭五隻、雜鮨二斗、海藻二斤、雜海菜二斤、鹽二斗、菓直銭、（多少随時、）
明櫃二合、折櫃四合、高案一脚、缶二口、堝四口、片盤廿口、匏四柄、槲一俵、席四枚、
食薦六枚、輦篭一口、（已上祭料、）庸布二段、木綿、麻各一斤、鍬四口、米一斗、酒一
斗、稲二束、鰒、堅魚各四斤、腊一斗、海藻六斤、雜海菜六斤、鹽四升、坩二口、坏五
口、席二枚、輦篭一脚、（已上祓料、）祝詞當色袍一領料、紺絁三丈七尺、裏料緑帛三丈
五尺、
　右、差中臣一人供祭、

7 春日祭条

春日神四座祭
祭神料
安藝木綿大一斤、絁七尺、調布二丈三尺、（已上官物、神祇官所請、）曝布一端八尺、商
布十二段、筥八合、（已上封物、内膳司所請、）稲六束、（神祇官所送、）米、糯米各三斗、
大豆、小豆各五升、（已上大炊寮所送、）酒一石五斗、（用社醸酒、）鹽五升、鰒、堅魚、
烏賊、平魚、海藻各六斤、腊十二斤、鮨三斗、雜菓子二斗、橘子一斗、韓竈四具、由
加二口、叩盆四口、盆六口、堝十口、洗盤六口、片盤、片坏各卌口、窪坏廿口、椀形卅
口、酒盞八口、（加臺、）水桶二口、折櫃四合、匏四柄、杓二柄、箕一枚、籮一口、槲二
俵、置簀四枚、食薦十枚、（已上大膳職所送、）
散祭料
白紙廿張、色紙卌張、曝布一端、（已上封物、）酒六斗、（用社醸酒、）五色薄絁各二丈、
木綿二斤、麻一斤、五色木綿一百枚、五色玉二百枚、絁一疋、絲一絇、綿一屯、（已上官
物、神祇官所請、）米、糯米各一斗五升、大豆、小豆各五升、（已上大炊寮所送）鰒、堅
魚、平魚各六斤、鮭二隻、海藻六斤、鹽五升、雜菓子三斗、槲一俵、折櫃四合、食薦二
枚、（已上大膳職所送、）
解除料
五色薄絁各二尺、木綿三斤、麻二斤、鍬四口、（已上官物、神祇官所請、）酒七升、（用社
醸酒、）鰒、堅魚、腊雜盛二篭、海藻六斤、鹽一升、盆一口、（已上大膳職所送、）米五升、
（大炊寮所送、）稲二束、（神祇官所送、）庸布一段、商布二段、（已上封物、）
餝神殿料
五色薄絁各二丈四尺、絁四尺、綿一屯、木綿八斤、麻一斤、（已上官物、神祇官所請、）
黒葛十斤、檜榑一村、（已上木工寮所送、）琴緒料絲六兩、（神祇官所送、）
醸神酒幷駈使等食料（前祭請之、）
黒米四石、調布五尺、匏二柄、杓一柄、籮一口、韓竈一具、槲十把、（已上封物、醸神酒
料、）酒缶十四口、酒壷二口、（祭日納酒料、）庸布一段、（覆瓺四口、缶十四口料、）白
米三斗六升、鮨三升、海藻卅把、鹽九合、（已上醸酒女一人、駈使二人、十五日食料、）
醸神酒解除料（前祭請之）
五色帛各四尺、絁四丈、絲四絇、綿四屯、木綿、麻各二斤、白米一斗、酒二斗、鰒、堅
魚、腊、海藻各六斤、鹽四升、稲四束、黄蘗八枚、鍬、盆、堝各四口、坏六口、食薦二
枚、匏一柄、槲廿把、庸布四段、祝詞料布一端、
醸神酒竈祭料（前祭請之、）
五色帛各二尺、倭文一尺、木綿、麻各八兩、鍬二口、米、酒各四升、鰒、堅魚各二斤、
腊八兩、海藻二斤、鹽二升、祝詞料布一端、
齋服料
物忌一人料、夾纈帛三丈五尺、羅帯一條、紫絲四兩、錦鞋一兩、（已上封物、）錦二條、
（一條長三尺五寸、一條長六尺、並廣四寸、）絁三疋二丈九尺、緑絁一疋、紗七尺、韓
櫛二枚、紅花一斤二兩、東絁三尺五寸、綿三屯半、攴子五升、神主一人、神祇官人一人、
別當色一領、（内蔵寮所充、）絁二疋、綿二屯、（已上官物、）細布二端、調布二端、（封
物、）神主軾料絁二疋、絲三絇、調布二端、弾琴二人、別絁一疋三丈、綿三屯、膳部八人、
卜部二人、別佐渡調布二丈七尺、紅花二兩、（已上官物、）守神殿仕丁二人、別商布一段、
（已上封物、）
　右、祭料依前件、春二月、冬十一月上申日祭之、其封物者、割下總常陸兩國香取鹿
嶋二神封調布五百端、（香取神封二百端、鹿嶋神封三百端、）庸布三百段、商布六百段、
麻六百斤、（已上鹿嶋神封、）紙六百張、（香取神封、）送神祇官、仍収官庫、依件充用、
其雜給料、所司各供備之、其物忌一人食、日白米一升二合、鹽一勺二撮、預神部二人、
別日白米一升六合、鹽一勺六撮、仕丁二人、（常陸國鹿嶋神封仕丁、）別日黒米二升、
鹽二勺、其衣服神部別夏絁四丈五尺、冬絁一疋三丈、綿四屯、（並用神封物、）

「令外祭祀」について（（



8 大原野祭条 大原野神四座祭
　右、料物同春日祭、春二月上夘、冬十一月中子日祭之、

9 薗韓神祭条

園幷韓神三座祭園一座韓神二座
五色帛各八尺、夾纈帛、紫帛、紫纈帛、緋帛、浅緑帛、赤練帛各四尺、帛二丈、練絲二
兩、細布四丈、商布二段、安藝木綿一斤、凡木綿八斤、銭一貫文、鈴四口、五色玉一百
枚、紙卅張、米二斗、糯米二斗、大豆、小豆各五升、酒一斗二升、油二升、橘子一百八
十顆、筥二合、荒筥八合、食薦四枚、瓫、堝各十口、椀四口、甁六口、杯卌口、酒臺六
具、盤四口、匏四柄、柏九十把、炭四篭、薪二擔半、置簀四枚、（已上神祭料、）五色帛
各三尺、（朝神楽料、）五色帛各一丈二尺、絁一匹、縹帛四尺、絲二絇八兩、綿二屯、五
色薄絁各二丈、調布一端、洗布二丈、商布四段、凡木綿四斤、麻二斤、紙卅張、色紙卅
張、銭八百文、鍬四口、稲八束、（神祇官所充、）米一斗、酒一斗二升、糟一斗、鹽二顆、
坏十口、甁二口、合盛腊四篭、黄蘗卅枚、柏廿把、（已上解除料、）黒米一石、白米五斗、
絁一疋、銭五百十二文、（已上醸神酒料、）飯五斗六升、酒一斗八升、（已上膳部八人、卜
部二人、神山人十人料、）
齋服料
物忌二人、別夾纈帛、浅緑帛各三丈、絁一疋二丈五尺、帛一疋五丈六尺五寸、表裼一腰、
帯一條、縹帛二丈四尺、緋帛一丈五尺、紫絲二兩、綿四屯、東絁三尺五寸、履一兩、紅
花五兩、攴子五升、御巫一人、絁一疋、浅緑帛一匹、綿二屯、表裼一腰、物忌御巫、別
緑絁一疋、備供神物女孺一人、絁一疋、綿二屯、調布一端、表裼一腰、女丁二人、別調
布二丈一尺、紺布二丈一尺、細布五尺、神祇官人、當色一領、弾琴二人、別黄帛三丈六
尺、帛三丈六尺、綿三屯、卜部二人、別調布二丈七尺、膳部八人、別調布二丈七尺、紅
花二兩、守神殿一人、商布一段、
　右春二月、冬十一月丑日祭之、（春用春日祭後丑、冬新嘗祭前丑、）參議已上一人、就
祭所行事、其内侍到來、乃始祭之、但雜給料所司各供備之、（事見儀式、）

（0 大宮売神祭条

大宮売神四座祭坐造酒司
五色絁各二丈六尺、絁二丈六尺、綿四屯、倭文二丈四尺、木綿、麻各大六斤、絲四絇、
（並幣料、）紫絁、緋絁各一丈八尺、（並神御衣幷蓋料、）布二端二尺、敷布幷覆及裹幣料、
黄蘗五枚、紙五十張、白米一斛二斗、糯米二斗五升、大豆、小豆各六升、酒九斗、鰒、
堅魚各廿斤、腊卌八斤、鮨二斗五升、鮭八隻、鹽一斗五升、銭五百文、（鮮物幷菓子土器
直、）油四升、綿一屯、（懸燈料、）缶四口、酒壷四口、酒臺八基、杯八口、瓫、堝各八口、
明櫃四合、折櫃六合、机四前、（高長各四尺、）廣二尺、切机二前、食薦八枚、匏八柄、
柏二俵、薪九擔半、（直、）稲四束、（神祇官所充、）當色一具、（神主忌部官人料、）絹三
疋、絲三絇、並同軾料、布二端二丈八尺、（膳部四人明衣袴料、）
　右、料物、前祭申官請受、春二月、冬十一月上午日祭、即神主供事、

（（ 枚岡祭条

枚岡神四座祭
祭神料
五色絹各二丈四尺、絲四絁、曝布四端、安藝木綿八斤、麻八斤、裹幣帛料交易商布一
段一丈七尺、明櫃二合、筥形一具、朸一枝、（已上幣料、官物、神祇官所請、）布四端、
（封物、）白米六斗四升、糯米一斗二升、酒七斗、大小豆各四升、鮨一斗、腊四斤、烏賊、
堅魚各四斤、雜盛一篭、海藻四斤、滑海藻二斤、生鮭一隻、鹽四升、菓子一斗五升、稲
四束、韓竈、由加各二具、箕一枚、埦形四口、叩戸二口、盆四口、堝五口、酒壷二口、
洗盤、片盤各四口、覆坏廿口、酒盞八口、杯卌口、杓二柄、水桶二口、匏四柄、置簀四
枚、食薦十二枚、籮一口、柏三俵、薪五擔、（已上用河内國正税、）
解除料
五色絁各二尺、凡木綿三斤、麻二斤、鍬四口、交易商布二段、庸布一段、（已上官物、神
祇官所請、）酒一斗、鮨三升、腊二升、烏賊、堅魚各四斤、海藻四斤、鹽二升、稲二束、
瓫三口、堝三口、缶四口、坏六口、杓二柄、水桶二口、匏二柄、食薦二枚、籮一口、黄
蘗十二枚、（已上用河内國正税、）
散祭料
五色絁各二丈、絁一疋、絲一絇四兩、凡木綿二斤、麻一斤、紙廿張、曝布一端、色紙卅
張、五色玉二百丸、五色木綿一百枚、（已上神祇官所請、）
神殿装束料
五色絁各二丈四尺、絁四尺、麻二斤、綿一屯、黒葛十斤、檜榑一村、（已上官物、神祇官
所請、）
醸神酒竈神祭料（前祭請之）
五色絁各二尺、倭文一尺、木綿八兩、鍬二口、（已上官物、神祇官所請、）
醸神酒解除料（前祭請之）
五色絁各四尺、絁四丈、絲四絇、木綿、麻各二斤、庸布四段、鍬四口、黄蘗八枚、祝詞
軾料布一端、（已上官物、神祇官所請、）白米五斗、（用河内國正税、）盛酒雜用料庸布一
段、覆醸酒瓺口料布五尺、（官物、神祇官所請、）韓竈一具、（醸酒料、用河内國正税、）

（（



雜色人食料
白米一斛三升二合、鮨一斗八升、腊十一斤四兩、和布十一斤四兩、鹽一升八合、酒三斗
五升、（並用河内國正税、）
齋服料
物忌一人装束、絹四疋九尺、夾纐絁三丈五尺、綿三屯六兩、錦九尺五寸、紗七尺、紅
花一斤三兩、攴子五升、錦鞋一兩、紫絲四兩、韓櫛二枚、神主一人當色一具、装束料
絹二疋、細布二端、綿二屯、布二端、（神祇官人一人料准此、）軾料絹二疋、絲三絇、
布二端、弾琴一人装束料絹一疋三丈、綿三屯、庸布二段、膳部八人料布六端二丈八尺、
（別三丈五尺、）紅花一斤四兩、卜部二人料交易商布二段、（別一段、並官物、神祇官所
請、）祝、祢宜各一人料布十二端、（封物、）
同祭禄料
調布卅八端、（幣帛使、神主各八端、物忌二端、祢宜、祝各八端、弾琴、笛工各一端、卜
部二人各一端、）庸布十六段、（膳部八人各二段、）
　右、春二月、冬十一月上申日祭之、官人一人率雜色人、供奉祭事、

（（ 鎮花祭条

鎮花祭二座
大神社一座
絁一疋、絲一絇二兩、綿一屯、五色薄絁各三尺、倭文六尺、布一端一丈、木綿、麻各三
斤六兩、葈六兩、弓七張、箟二連、鹿皮十張、（已上三種神祇官充、）羽二翼鹿角三頭、
鐵三斤五兩、漆一升、黄蘗三斤五兩、茜十兩、黒葛廿斤、清酒五升、濁酒六斗五升、
鰒二斤六兩、堅魚五斤五兩、腊八升、海藻五斤五兩、鹽二升、瓫一口、都婆波、匜、短
女坏、盞各一口、裹葉薦二枚、
狹井社一座
絁二疋、絲三絇、綿一屯四兩、五色薄絁各三尺、倭文六尺、布一端一丈、木綿、麻各六
斤十兩、葈八兩、弓七張、箟二連、鹿皮十張、（已上三種神祇官充、）羽二翼、鹿角四頭、
鐵三斤五兩、漆一升、黄蘗三斤五兩、茜一斤、黒葛廿斤、清酒五升、濁酒六斗五升、
鰒三斤、堅魚五斤五兩、腊八升、海藻五斤五兩、鹽二升、瓫二口、都婆波、匜、短女坏、
盞各一口、裹葉薦二枚、

（（ 三枝祭条

三枝祭三座（率川社）
絁一疋、絲一絇一兩、綿五兩、五色薄絁各一丈二尺、倭文三尺、調布二端二尺、庸布五
段、木綿、麻各十斤、葈六兩、弓三張、箟一連、羽一翼、鹿角一頭、鐵三斤五兩、酒料
稲一百束、（神税、）鰒二斤、堅魚四斤、腊六升、海藻四斤、鹽一升五合、瓼、水盆、都
婆波、匜、短女坏、盞各三口、坏十五口、
　右、三社幣物、依前件、付祝等令供祭、

（（ 大忌祭条

大忌祭一座（廣瀬社、七月准此）
絁一疋八尺、絲二絇、綿五兩、五色薄絁各一丈五尺、倭文一丈三尺、調布一端一丈、庸
布一段一丈四尺、木綿二兩、麻二斤五兩、（五兩祭料、二斤祓料、）四座置、八座置各一
束、楯一枚、鐵三斤五兩、鞍一具、米三石、酒二石五斗、稲十束、鰒、堅魚、烏賊各八
斤、鮭八隻、腊八斗、比佐魚一斗五升、海藻十二斤、滑海藻十斤、雜海菜十六斤、鹽二
斗、裹葉薦二枚、馬一疋、祝料庸布二段、
是日以御県六座、山口十四座合祭、其幣物者、座別五色薄絁各一尺、倭文五寸、木綿二
兩、麻五兩、槍鋒一口、（料鐵用社分、）四座置、八座置各一束、楯一枚、庸布一丈四尺、
裹葉薦二尺、其酒肴共用社料、但御県六座、別加絁三尺、

（5 風神祭条

風神祭二座（龍田社、七月准此）
絁二疋、絲四絇、綿一屯四兩、五色薄絁各二丈、倭文一丈三尺、布一端一丈、庸布五段、
木綿一斤十兩、麻六斤九兩、（五斤二兩祭料、一斤七兩祓料、）葈八兩、弓四張、箟一連、
羽二翼、（已上二種大和國所送、）鹿角二頭、鹿皮四張、鐵六斤十兩、鞍二具、多多利一
枚、麻笥一合、加世比一枚、已上三物並金塗、漆一升、金漆一升、黄蘗三斤五兩、茜十
六斤九兩、黒葛廿斤、米、酒各一石五斗、稲五束、鰒、堅魚、烏賊各七斤、鮭七隻、腊
七斗、比佐魚一斗五升、海藻八斤、滑海藻十斤、雜海菜十四斤、鹽一斗、裹葉薦三枚、
馬二疋、祝料庸布二段、
　右二社、差王臣五位已上各一人、神祇官六位以下官人各一人充使、（卜部各一人、神部
各二人相随、）國司次官以上一人、専當行事、即令諸郡別交易、供進贄二荷、其直幷米酒
稲、並用當國正税、自外所司請供、但鞍随損供進、

（6 松尾祭条

松尾祭
五色絁各一丈、絹一丈、倭文一丈、絲二絇、綿二屯、木綿大四兩、麻十兩、裹薦一枚、
銭二百文、（贄直、）調布二端、（軾料、）貲布二端、（當色、）朸一枚、夫一人、
　右、夏四月上申日祭之、弁史各一人、向社頭行事、

平野神四座祭（今木神、久度神、古関神、相殿比売神）
五色帛三丈二尺、絹三丈二尺、倭文一丈六尺、絲四絇、綿四屯、木綿、麻各十六斤、裹

「令外祭祀」について（（



（7 平野祭条

幣料布三丈二尺、（已上幣料、）米四斗、糯米四斗、大小豆各一斗、油一斗三升、（雜料通
用、）鰒、堅魚、海藻各廿四斤、腊四斗、鹽一斗六升、折櫃十六合、壷、酒坏各廿四口、
（備酒臺、）瓫、堝各十六口、由加、缶各四口、韓竈八具、匏十六柄、食薦廿枚、柏一百
六十把、八足案四脚、檜榑八村、薪九擔、輿篭三脚、覆、敷料曝布五端二尺、懸燈料
綿三屯、酒五斗三升三合、調布二端、（已上祭神料、）絹一丈二尺、五色絁各一丈二尺、
倭文一丈二尺、木綿、麻各四斤、（已上散祭料、）五色帛各八尺、絹四丈、倭文四尺、木
綿、麻各四斤、鍬八口、稲八束、（神祇官所充、）米八斗、酒二斗七升、糯米二斗、大豆、
小豆各八升、堅魚、鰒、海藻各八斤、腊四斗、鹽八升、瓫、叩盆各八口、坏卌口、匏四
柄、柏八十把、輿篭三脚、食薦八枚、薪五擔、雜物直、調布四端、祝詞料庸布六段、
（已上解除幷竈井祭料、）木綿四斤、米四斗、糯米四斗、大豆八升、小豆一斗二升、酒三
斗、鰒、堅魚、海藻各四斤、腊四斗、（已上山神祭料、）米二石、瓺三口、大案三脚、
臼三口、酒槽三隻、杵六枝、箕三枚、匏三柄、（已上六種、随損可替、）布三端、薪五擔、
（已上醸神酒料、）飯三石九斗、海藻十六斤、腊六斗、鹽八升、（膳部十六人、衛士卅人二
箇日食料、）
齋服料
物忌王氏、夏絹五疋、（冬加一疋、）綿十屯、紅花小六斤、銭一貫六百卅文、（冬料准此、）
和氏、大江氏、並夏別絹二疋、（冬加一疋、）綿三屯、紅花小三斤、銭六百卅文、（冬料准
此、）弾琴二人、夏別絹三丈、布二丈八尺、冬黄帛三丈、絹一疋、綿三屯、膳部十六人、
夏別絹三丈、布三丈二尺、紅花一兩一分、冬黄帛三丈、絹三丈、布一丈二尺、炊女四人、
夏別絹四丈五尺、布一丈、冬絹一疋三丈、綿二屯、布一丈、神主二人、夏別軾料絹三疋、
絲三絇、卜部四人、夏別絹一疋、絲一絇、布二丈八尺、冬亦如之、神主二人、神祇官
人二人並給當色、（祢宜祝亦同、）
冬祭給禄十八人、神主二人、官人二人、弾琴二人、長上二人、史生二人、神部五人、卜
部三人、禄法有差、
　右、夏四月、冬十一月上申日祭之、並用官物、其所供神物、神祇官請受儲備、雜給所
須者、所司各供備之、祭日平明、所司設皇太子軽幄及群官幄於祭院、大臣以下各就座、
訖監祀官進申行事參議以上、即令治部調歌吹、大蔵賜鬘木綿、次神主中臣二人進宣祝詞、
訖奏歌舞、（先山人、次神祇官一人、次神主中臣一人、次侍従二人、次内舎人二人、次大
舎人二人、）既而給群官酒食、訖各去、

（8 四面御門祭

四面御門祭（十二月准此）
五色帛各四丈、絁四丈、絲八絇、木綿、麻各八斤、綿八屯、紙二百張、倭文四丈、布八
端、銭一百文、鍬十六口、黄蘗五十枚、糯米八斗、大豆、小豆各四斗、米八斗、酒五斗、
糟八斗、稲十六束、鹽十六顆、鮭十六隻、鰒、堅魚、腊、海藻各四斤、席、薦各四枚、
食薦十六枚、明櫃、折櫃各八合、坏八十口、輦篭四脚、匏五柄、槲二俵、

（9 御川水祭条

御川水祭（十二月准此、中宮亦同）
五色帛各二丈五尺、絁二丈五尺、綿五屯、倭文二尺、絲五絇、木綿、麻各五斤、紙一百
張、布五端、銭八十文、鍬五口、酒二斗、米、糟各五斗、大豆、小豆各一斗、糯米三斗、
稲五束、鮭五隻、鰒、堅魚、腊、海藻各二斤、鹽五顆、明櫃二合、杯五十口、食薦五枚、
席、薦各二枚、折櫃五合、輦篭一脚、槲一俵、匏五柄、
　右、四面祭御門巫、御川水祭座摩巫各行事、

（0 霹靂神祭条

霹靂神祭三座（坐山城國愛宕郡神楽岡西北）
五色絁各六尺、絹一疋三丈、絲一絇八兩、綿一屯六兩、倭文六尺、調布一端二丈、庸
布三段、木綿、麻各大三斤、鍬六口、當色一具布六端、（鮮物雜菓子等直、）酒三斗、白
米四斗五升、糯米一斗五升、大豆、小豆各七升五合、鮭三隻、鮨一斗五升、鰒、堅魚、
腊各三斤、鹽七升五合、海藻、雜海菜各三斤、坏十五口、缶三口、堝三口、明櫃二合、
折櫃三合、匏三柄、席、薦各三枚、食薦四枚、柏六十把、輦篭一腰、稲三束、
　右、官預前祭申弁官請備、令卜部一人吉日祭之、十一月亦同、

（（ 御贖祭条

御贖祭（中宮准此）
五色帛各四丈、絁四丈、絲八絇、綿八屯、布八端、銭一百文、鍬八口、紙一百張、木綿、
麻各大八斤、米、酒糟各八斗、鮭八隻、相盛八篭、（雜海菜、雜腊、鰒、堅魚等之類、）
鹽八顆、席、薦、食薦各八枚、黄蘗卌枚、稲八束、明櫃八合、槲二俵、杓八柄、盆卅二
口、輦篭四脚、
　右、始従六月一日至于八日、日別御巫行事、其東宮日限幷物數並減半、

卜御體（辞曰於保美麻）
卜庭神祭二座（御卜始終日祭之）
布二端、庸布二段、木綿八兩、麻一斤、鍬二口、酒一斗、鰒、堅魚、海藻各四斤、鹽二
升、盆一口、坏二口、匏一柄、槲四把、食薦二枚、席一枚、（已上祭料、）亀甲一枚、竹
廿株、陶椀四口、小斧二柄、甲掘四柄、刀子四枚、（已上卜料、）
　右、所司預申官、官頒告諸司、若有侵土者、具注移送、即中臣官二人、宮主一人、卜
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（（ 卜御体条 部八人、並給明衣、（中臣細布、宮主已下調布、）始自朔日、十日以前、卜訖奏聞、其日
平旦預執奏文、（納漆函置案上、）候於延政門外、即副已上、執奏案進大臣、大臣昇殿上、
宮内省入奏、訖出召神祇官、稱唯伯與副若祐舁案入置庭中、勅曰、參來、伯称唯共舁案、
置殿上簀子敷上、中臣官便就版位、自餘退出、内侍取奏文奉、御覧畢勅曰、參來、中臣
官称唯、就殿上座、披奏案微声奏、勅曰、依奏行之、大臣称唯、次中臣官称唯退出、闈
司昇殿撤案置庭中、神祇官舁出、

（（ 月次祭条

月次祭奠幣案上神三百四座（並大）
社一百九十八所
座別絁五尺、五色薄絁各一尺、倭文一尺、木綿二兩、麻五兩、倭文纏刀形、絁纏刀形、
布纏刀形各一口、四座置一束、八座置一束、弓一張、靫一口、楯一枚、槍鋒一竿、鹿
角一隻、鍬一口、庸布一丈四尺、酒四升、鰒、堅魚各五兩、腊二升、海藻、滑海藻、雜
海菜各六兩、堅鹽一升、酒坩一口、裹葉薦五尺、祝詞座料短畳一枚、
前一百六座
座別絁五尺、五色薄絁各一尺、倭文一尺、木綿二兩、麻五兩、四座置一束、八座置一束、
楯一枚、槍鋒一口、裹葉薦五尺、
　右、所祭之神、並同祈年、其太神宮、度會宮、高御魂神、大宮女神各加馬一疋、（但太
神宮、度會宮各加篭頭料庸布一段、）前祭五日、充忌部九人、木工一人、令造供神調度、
（其監造幷潔衣食料、各准祈年、）祭畢即中臣官一人率宮主及卜部等、向宮内省、卜定供
奉神今食之小齋人、

（（ 神今食条

供神今食料
紵一丈二尺、（御巾料、）絹二丈二尺、（篩料、）絲四兩、（縫篩等料、）布三端一丈、（膳部
巾料、）曝布一丈二尺、（覆水甕料、）細布三丈二尺、（戸座襅幷褠料、）木綿一斤五兩、
（結御食料、）刻柄刀子二枚、長刀子十枚、短刀子十枚、筥六合、麁筥二合、明櫃三合、
御飯、粥料米各二斗、粟二斗、陶瓼、甁各五口、都婆波、匜、酒垂各四口、洗盤、短女
杯各六口、高盤廿口、多志良加四口、陶鉢八口、叩盆四口、臼二口、土片椀廿口、水椀
八口、筥代盤八口、手洗二口、盤八口、土手湯盆二口、盆四口、堝十口、火爐二口、案
十脚、切机二脚、槌二枚、砧二枚、槲四俵、匏廿柄、蚡鰭槽二隻、油三升、橡帛三丈、
（戸座服料、冬絁一疋、綿六屯、履一兩、）
　右、供御雜物、各付内膳主水等司、神祇官官人率神部等、夕暁兩般參入内裏、供奉其
事、所供雜物、祭訖即給中臣忌部宮主等、一同大嘗會例、

（5 大殿祭条

大殿祭（中宮准此）
絲四兩、安藝木綿一斤、筥四合、（各径一尺五寸、）米四升、酒二升、甁一口、盞二口、
案二脚、
　右、神今食明日平旦以筥四合、（一合盛玉、一合盛切木綿、一合盛米、一合盛酒甁、）
置八足案二脚、令神部四人執著木綿鬘襷、中臣忌部官人、宮主、史生、神部等左右前駆、
御巫列於案後、至延政門、置案於門前、大舎人叫門、宮内省官人退出召中臣、称唯、即
兩官人著木綿鬘、（忌部更加木綿襷、）立案前直進御殿、先是御巫等自宣陽門入候於内裏、
共入至殿東簀子敷上、即御巫等各取筥、中臣忌部御巫等、以次入御殿、忌部取玉懸殿四
角、御巫等散米酒切木綿殿内四角退出、中臣侍御殿南、忌部向巽微声申祝詞、畢次至湯
殿、懸玉四角、次懸厠殿四角、次懸御厨子所四角、次懸紫宸殿四角、御巫等以次散米酒
如初、（御巫一人進承明門散米酒、）従陰明門退出、次引宮主忌部、至御炊殿、懸木綿散
米酒如初、畢内蔵寮賜禄有差、（數見内蔵式、）還至本司、引使部已上、就宮内省解齋所、
（事見儀式、）

（6 忌火庭火祭条

忌火、庭火祭（中宮准此）
五色帛各四尺、絁二疋、倭文四尺、木綿、麻各二斤、絲二絇、綿二屯、布二端、庸布二
段、鍬四口、米、酒、鹽各二斗、鰒、堅魚、腊、海藻各二斤、食薦二枚、坏八口、匏二
柄、槲十把、
　右、大殿祭畢、宮主於内膳司行事、

（7 神今食装束条

供奉神今食御巫等装束（十二月不給）
御巫絹四疋、絁一丈一尺、綿二屯、細布六尺、紅花六斤、銭百卅文、（中宮御巫亦同、）
座摩、御門、生島、東宮巫各絹三疋、絁各九尺、綿一屯、細布六尺、紅花一斤、銭百卅
文、

（8 神今食禄条
供奉神今食人等禄
中臣官一人給禄絹四疋、忌部官一人絹三疋、宮主一人絹一疋、（中宮准此、）供奉御膳釆
女一人絹四疋、御巫絹三疋、（中宮御巫亦同、）座摩、御門、生島、東宮巫各二疋、

（9 大祓条

六月晦日大祓（十二月准此）
五色薄絁各二尺、緋帛一丈五尺、絹二疋、金装横刀二口、金銀塗人像各二枚、（已上東西
文部所預、）庸布三段、木綿五斤二兩、麻廿斤十兩、葈十二兩、烏装横刀六口、弓六張、
箟二百株、鍬六口、鹿角三頭、鹿皮六張、米二斗、酒六斗、稲四束、鰒二斤、堅魚七斤、
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腊一石五斗、海藻卌斤、鹽六斗、水盆六口、匏六柄、槲廿把、馬六疋、祝詞料庸布五段、
短帖一枚、
　右、晦日申時以前、親王以下百官會集朱雀門、卜部読祝詞、（事見儀式、）

（0 御贖条

御贖
鐵人像二枚、金装横刀二口、五色薄絁各一丈一尺、絲三兩、安藝木綿二斤、凡木綿一斤、
麻二斤、庸布二段、御衣二領、袴二腰、被二條、（自餘物見縫殿式、）鍬四口、米、酒
各二斗、鰒二斤、堅魚二斤、腊四升、海藻二斤、鹽四升、水盆、坩坏各二口、匏二柄、
柏廿把、小竹廿株、（径各二分、長八尺、）宮主一人、卜部五人明衣料調布三端三丈六尺、

（（ 中宮御贖条

中宮御贖（東宮准此）
鐵人像二枚、五色薄絁各一丈一尺、絲三兩、安藝木綿二斤、凡木綿一斤、麻二斤、庸
布二段、御衣二領、裼二腰、（東宮袴、）被二條、鍬四口、米、酒各二斗、鰒二斤、堅魚、
海藻各二斤、腊四升、鹽四升、水盆、坩各二口、坏二口、匏二柄、柏廿把、小竹廿株、
宮主一人、卜部五人明衣料調布三端三丈六尺、（但東宮、凡木綿、麻、米、酒、鰒、腊、
鹽、柏等八種半減、自餘物同中宮、）
　右、晦日、卜部各著明衣、其一人執御麻、二人執荒世、二人執和世、二人執壷、宮主、
史生、神部等、左右分頭前駆、次中臣官人、次御麻、次東西文部、各執横刀、次荒世、
次和世、（並著木綿鬘、）進候延政門、大舎人叫門、宮内輔入奏、（其詞見宮内式、）退出
召中臣、称唯率文部四國卜部入（宮主在此中、）候於冝陽殿南頭、中臣率卜部執荒世者、
就階下置於席上、掃部寮預敷簀席於階下、縫殿寮置荒世和世御服於席上、次中臣捧御麻、
進就版位、勅曰、參來、即称唯就階下、中臣女（簡中臣氏女堪事者奏定、）於殿上、転取
供奉、畢授中臣、即執授卜部一人、令向祓所、又更宮内輔入奏、（其詞見宮内式、）退出
召中臣、即称唯、東文部捧横刀、入就版位、勅曰、參來、即称唯就階下転授、中臣女取
奉御、訖即出、次西文部進退、亦如前儀、次中臣率卜部執荒世者、就階下置於席上、（掃
部寮預敷簀席於階下、縫殿寮置荒世和世御服於席上、）宮主披荒世授中臣、中臣取授中臣
女、即執量御體惣五度、訖次宮主捧坩、中臣転執授中臣女、執奉御、訖退授中臣、転授
宮主、宮主取授後取卜部、荒世事畢退出、亦中臣引和世、進退如荒世儀、其荒服者賜卜
部、和服者賜宮主、訖皆退出、臨河解除而去、但中宮中臣祐已上一人、（東宮准此、若不
足兼取他司、）捧御麻入候職司、令内侍啓、中臣女奉御麻御贖、其奉荒世和世、亦准此儀、
東宮坊司入啓、訖出喚中臣、称唯捧麻進就庭中、令曰、參來、称唯昇自南階奉、訖退出、
授卜部一人、令向祓庭、亦官人率宮主、進置荒世和世於席上、官人昇階転授中臣女奉之、
餘如供御儀、其荒服和服者、縫殿寮預置階下席上、命婦率女孺取奉、訖却安席上、賜宮
主卜部如前、

（（ 供奉人禄条
供奉大祓御贖人等禄
中臣官一人絹四疋、中臣女絹四疋、（中宮准此、）東西文部二人各絹二疋、東宮中臣並女
各一人並給坊物、

（（ 鎮火祭条

鎮火祭（於宮城四隅祭）
五色薄絁各四尺、倭文四尺、木綿五兩、麻一斤、庸布二段、鍬四口、米、酒各四升、鰒、
堅魚各一斤五兩、腊四升、海藻一斤五兩、鹽二升、甁、坩、坏各四口、槲四把、匏四柄、
藁四圍、

（（ 道饗祭条

道饗祭（於京城四隅祭）
五色薄絁各一丈、倭文四尺、木綿一斤十兩、麻七斤、庸布二段、鍬四口、牛皮二張、猪
皮、鹿皮、熊皮各四張、酒四斗、稲四束、鰒二斤五兩、堅魚五斤、腊八升、海藻五斤、
鹽二升、水盆、坏各四口、槲八把、匏四柄、調薦二枚、
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【別表②】『延喜式』四時祭下
番号 条文名 本　　文

（ 伊勢神嘗祭条

伊勢太神宮神嘗祭
幣帛二筥、（内蔵寮供設、）絁三疋、絲八絇、倭文一端一丈、席二枚、鞍二具、馬四疋、
篭頭料布一端一丈四尺、
　右、當月十一日平旦、天皇臨大極後殿奉幣、（事見儀式、）其使諸王五位已上、及神祇
官中臣、忌部、官各一人給當色、執幣五人、使従者三人、各給潔衣布一端、但齋王初參
入之時、設御座於大極殿、（事見儀式、）

（ 御巫斎神条

御巫奉齋神祭（中宮東宮御巫准此）
絁一疋四丈、五色帛各四丈、絲四絇、綿六屯、倭文四尺、調布六端、庸布四段、紙一百
張、凡木綿、麻各二斤、鍬八口、銭五百文、酒一斗、米六斗、糯米四斗、稲八束、大豆、
小豆各二斗、鰒、堅魚、腊、海藻各十二斤、鮭八隻、鹽四斗、明櫃二合、折櫃八合、笥
八合、杓二柄、盆、堝各四口、甁八口、杯八十口、槲五十把、席二枚、薦二枚、食薦八
枚、簀二枚、

（ 御門巫条 御門巫奉齋神祭（料物同御巫祭）

（ 座摩巫条

座摩巫奉齋神祭
絁一疋二丈五尺、五色帛各二丈五尺、絲二絇、綿三屯、倭文二尺、調布二端、庸布二段、
紙五十張、凡木綿、麻各二斤、鍬五口、銭二百文、酒九升、米四斗、糯米二斗、稲五束、
大豆、小豆各一斗、鰒、堅魚、腊、海藻各六斤、鮭五隻、鹽二斗、明櫃二合、折櫃五合、
笥五合、杓二柄、盆、堝各二口、甁五口、杯五十口、槲卌把、席二枚、薦二枚、食薦五
枚、簀二枚、

5 生島巫条

生嶋巫奉齋神祭
絁一疋一丈、五色帛各一丈、絲一絇、綿三屯、倭文二尺、調布三端、庸布一段、紙五十
張、凡木綿、麻各一斤、鍬二口、銭二百文、米、糯米各二斗、酒六升、大豆、小豆各一
斗、稲二束、鰒、堅魚、腊、海藻各六斤、鮭二隻、鹽二斗、明櫃、折櫃、笥各二合、
杓二柄、盆、堝各二口、甁二口、杯廿口、槲卌把、席二枚、薦二枚、簀、食薦各二枚、
　右、御巫以下諸祭、並於神祇官齋院祭之、

6 相嘗祭条 相嘗祭神七十一座

7 相嘗太詔戸社条

太詔戸社二座（坐左京二條）
絹四疋、絲二絇二兩、綿六屯、調布七端三丈八尺、庸布二段二丈六尺、木綿三斤四兩、
鰒一斤四兩、堅魚五斤四兩、腊八斤、凝海藻六斤、鹽二升、海藻四斤、筥二合、瓼、缶、
水盆、山都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、
小坏、陶臼各四口、酒稲百束、（神税、）

8 相嘗鴨別雷社条

鴨別雷社一座
絹二疋、絲一絇一兩、綿三屯、調布三端四丈、庸布一段一丈三尺、木綿一斤十兩、鮑十
兩、堅魚二斤十兩、腊四斤、海藻二斤、凝海藻三斤、鹽一升、筥一合、瓼、缶、水盆、
山都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、酒盞、筥坏、
陶臼各二口、酒稲五十束、神税、

9 相嘗鴨御祖社条

鴨御祖社二座
絹四疋、絲二絇二兩、綿六屯、調布七端三丈八尺、庸布二段二丈六尺、木綿三斤四兩、
鮑一斤四兩、堅魚五斤四兩、海藻四斤、凝海藻六斤、腊八斤、鹽二升、筥二合、瓼、缶、
水盆、山都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂
伎、高盤、片盤、短女坏、小坏、筥坏、陶臼各二口、酒稲百束、（神税、）

（0 相嘗鴨川合社条

鴨川合社一座
絹二疋、絲一絇一兩、綿三屯、調布三端四尺、庸布一段一丈三尺、木綿十三兩、鮑十兩、
堅魚二斤、腊四斤、鹽一升、筥一合、海藻、凝海藻各二斤四兩、瓼、缶、水盆、山都婆
波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、小坏、筥坏、陶臼
各二口、酒稲五十束、（神税、）

（（ 相嘗松尾社条

松尾社二座
絹四疋、絲二絇二兩、綿六屯、調布七端三丈八尺、庸布二段二丈六尺、木綿三斤四兩、
鮑一斤四兩、堅魚五斤四兩、腊八斤、海藻四斤、凝海藻六斤、鹽二升、筥二合、瓼、缶、
水盆、山都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、小坏、
筥坏、陶臼各二口、酒稲百束、（神税、）

出雲井上社一座
絹二疋、絲一絇一兩、綿三屯、調布三端四丈、庸布一段一丈三尺、木綿一斤十兩、堅
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（（ 相嘗出雲社条 魚二斤十兩、鮑十兩、海藻二斤、凝海藻三斤、腊四斤、鹽一升、筥一合、瓼、缶、水盆、
山都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、小坏、筥坏、
陶臼各二口、酒稲五十束、（神税、）

（（ 相嘗水主社条

水主社二座
絹四疋、絲二絇二兩、綿六屯、調布七端三丈八尺、庸布二段二丈六尺、木綿三斤四兩、
堅魚五斤四兩、鮑一斤四兩、海藻四斤、凝海藻六斤、鹽二升、腊八斤、筥二合、瓼、缶、
水盆、山都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、小坏、
筥坏、陶臼各二口、酒稲百束、（神税、）

（（ 相嘗片山社条

片山社一座
絹二疋、絲一絇一分、綿三屯、調布三端四尺、庸布一段一丈四尺、木綿十三兩、鮑十兩、
堅魚二斤十兩、腊四斤、鹽一升、海藻、凝海藻各二斤、筥一合、瓼、缶、水盆、山都婆
波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、小坏、筥坏、酒坏、
陶臼各二口、酒稲五十束、（神税、）

（5 相嘗木嶋社条

木嶋社一座
絹二疋、絲一絇、綿三屯、調布三端四尺、庸布一段一丈三尺、木綿十三兩、鮑十兩、堅
魚二斤、腊四斤、鹽一升、海藻、凝海藻各二斤四兩、筥一合、瓼、缶、水盆、山都婆波、
小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、陶臼各二口、
酒稲五十束、（正税、）
　已上八箇社、坐山城國、

（6 相嘗大和社条

大和社三座
絹六疋、絲八絇四銖、調布十二端一丈六尺、庸布三段二尺、木綿八斤四兩、鮑二斤、堅
魚九斤四兩、　魚十九斤十四兩、海藻、凝海藻各十三斤四兩、鹽二斗、筥三合、瓼、缶、
水盆、山都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、筥坏、小坏、片盤、短
女坏、陶臼各四口、酒稲二百束、（神税、）

（7 相嘗石上社条

石上社一座
絹二疋、絲一絇一兩、綿三屯、調布三端四丈、庸布一段一丈三尺、木綿一斤一兩、鮑十
斤十兩、海藻二斤、凝海藻三斤、堅魚二斤十兩、腊四斤、鹽一升、筥一合、瓼、缶、水
盆、山都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、小坏、酒
坏、筥坏、陶臼各二口、酒稲五十束、（神税、）

（8 相嘗大神社条

大神社一座
絹三疋、絲三絇四銖、調布六端八尺、庸布一段一丈四尺、木綿四斤二兩、鰒一斤五兩、
堅魚五斤、與理刀魚三斗、鹽一斗、　魚、海藻、凝海藻各六斤十兩、筥二合、瓼、缶、
水盆、都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、小坏、短女坏、筥
坏、陶臼各二口、酒稲二百束、（神税、）

（9 相嘗宇奈足社条

宇奈足社一座
絹二疋、絲一絇一兩三分二銖、調布三端四尺、庸布一段一丈四尺、木綿十三兩、海藻二
斤十兩、鮑十兩、堅魚二斤十兩、腊四斤、鹽一升、筥一合、瓼、缶、水盆、山都婆波、
小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、陶臼各二口、
酒稲五十束、（神税、）

（0 相嘗村屋社条

村屋社一座
絹一疋、絲一絇三分二銖、調布三端四尺、庸布一段一丈三尺、木綿一斤十兩、鮑十兩、
堅魚二斤、腊一斤、海藻一斤十兩、鹽一升、筥一合、瓼、缶、水盆、山都婆波、小都婆
波、筥甁、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、酒垂、匜、等呂須伎、陶臼各二口、酒稲
五十束、（神税、）

（（ 相嘗穴師社条

穴師社一座
絹二疋、絲一絇一分、調布三端四尺、庸布一段一丈四尺、木綿一斤、鮑十兩、堅魚二斤
十兩、腊四斤、海藻二斤十兩、鹽一升、筥一合、瓼、缶、水盆、山都婆波、小都婆波、
筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、小坏、筥坏、陶臼各二口、酒稲五十
束、（神税、）

（（ 相嘗巻向社条

巻向社一座
絹二疋、絲一絇一兩三分、調布三端四尺、庸布一端一丈四尺、木綿十三兩、鮑十兩、腊
四斤、堅魚二斤十兩、海藻二斤十兩、鹽一升、筥一合、瓼、缶、水盆、山都婆波、小都
婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、陶臼各二口、酒
稲五十束、（神税、）

（（ 相嘗池社条

池社一座
絹二疋、絲一絇一兩一分三銖、調布三端四尺、庸布一段一丈四尺、木綿十三兩、鮑十兩、
腊四斤、堅魚二斤十兩、海藻二斤十兩、鹽一升、筥一合、瓼、缶、水盆、山都婆波、小
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都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、陶臼各二口、
酒稲五十束、（神税、）

（（ 相嘗多社条

多社二座（或作大社）
絹二疋、絲三絇四銖、調布三端四尺、庸布一段一丈三尺、木綿一斤十兩、鮑一斤十兩、
堅魚二斤十兩、腊四斤、海藻二斤十兩、鹽一升、筥二合、瓼、缶、水盆、山都婆波、小
都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、小坏、筥坏、陶臼各二口、
酒稲五十束、（神税、）

（5 相嘗葛木鴨社条

葛木鴨社二座
絹二疋、絲三絇四銖、調布六端八尺、庸布三段、木綿一斤十兩、腊四斤、鮑十兩、堅
魚二斤十兩、海藻二斤十兩、鹽四升、筥二合、瓼、缶、水盆、山都婆波、小都婆波、高
盤、片盤、酒垂、匜、等呂須伎、短女坏、筥坏、筥甁、小坏、陶臼各二口、酒稲百束、
（神税、）

（6 相嘗飛鳥社条

飛鳥社四座
絹八疋、絲十二絇、綿十二屯、調布十二端、庸布六段八尺、木綿六斤八兩、鮑二斤八兩、
堅魚八斤十兩、腊二斗、海藻八斤十兩、鹽四斗、筥四合、瓼、缶、水盆、山都婆波、小
都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、酒坏、陶臼各
八口、酒稲二百束、（百八束神税、九十二束正税、）

（7 相嘗甘樫社条

甘樫社四座
絹八疋、絲十二絇、綿十二屯、調布十二端、庸布六段八尺、木綿六斤八兩、鮑二斤八兩、
堅魚八斤十兩、腊五升、海藻八斤十兩、鹽四斗、筥四合、瓼、缶、水盆、山都婆波、小
都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、酒盞、陶臼各
八口、酒稲二百束、（正税、）

（8 相嘗高鴨社条

高鴨社四座
絹八疋、絲十二絇、綿十二屯、調布十二端、庸布六段八尺、木綿六斤十兩、海藻八斤八
兩、凝海藻八斤十兩、鹽四斗、筥四合、瓼、缶、水盆、山都婆波、小都婆波、筥甁、酒
垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、酒盞、陶臼各八口、酒稲二百束、
（正税、）

（9 相嘗高天彦社条

高天彦社一座
絹二疋、絲一絇一分二銖、調布三端四尺、庸布一段一丈四尺、綿三屯、木綿十三兩、鮑
十兩、腊四斤、堅魚二斤十兩、鹽一升、海藻、凝海藻各二斤十兩、筥一合、瓼、缶、水
盆、山都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小
坏、陶臼各二口、酒稲五十束、（神税、）

（0 相嘗金岑社条

金岑社一座
絹二疋、絲一絇一分、綿三屯、調布三端四尺、庸布一段一丈四尺、木綿十三兩、鮑十兩、
堅魚二斤十兩、腊四斤、鹽一升、海藻、凝海藻各二斤十兩、筥一合、瓼、缶、水盆、山
都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、小坏、筥坏、陶
臼各二口、酒稲五十束、（神税、）

（（ 相嘗一言主社条

葛木一言主社一座
絹二疋、絲一絇、綿三屯、調布三端四尺、庸布一段一丈四尺、木綿十三兩、鹽一升、
鮑一斤十兩、腊四斤、堅魚二斤、海藻、凝海藻各二斤、筥一合、瓼、缶、水盆、山都婆
波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、小坏、筥坏、陶臼
各二口、酒稲五十束、（神税、）

（（ 相嘗火雷社条

火雷社二座
絹四疋、絲二絇、綿六屯、調布六端二丈、庸布二段二丈八尺、木綿二斤四兩、鮑二斤四
兩、堅魚五斤四兩、海藻四斤、凝海藻六斤、腊八斤、鹽二升、筥二合、瓼、缶、水盆、
山都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、
陶臼各二口、酒稲百束、（神税、）
　已上十七箇社、坐大和國、

（（ 相嘗枚岡社条

枚岡社四座
絹八疋、絲十二絇、綿十二屯、調布十二端、庸布六段、木綿六斤八兩、鮑二斤八兩、堅
魚八斤八兩、腊二斗、海藻、凝海菜各八斤八兩、鹽四斗、筥四合、瓼、缶、水盆、山都
婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、酒盞、
陶臼各八口、酒稲二百束、（正税、）

（（ 相嘗恩智社条

恩智社二座
絹二疋、絲三絇四銖、調布三端四尺、庸布一端一丈三尺、木綿一斤十兩、鮑十兩、堅
魚二斤十兩、腊四升、海藻二斤六兩、鹽一升、筥二合、瓼、缶、水盆、山都婆波、小都
婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、小坏、筥坏、陶臼各二口、酒
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稲五十束、（神税、）

（5 相嘗弓削社条

弓削社二座
絹四疋、絲四絇、綿四屯、調布六端、庸布四段、木綿二斤、鮑一斤四兩、堅魚二斤、腊
四升、海藻四斤、鹽四升、筥二合、瓼、缶、水盆、山都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、
匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、陶臼各四口、酒稲二百束、（正税、）
　已上三箇社、坐河内國、

（6 相嘗住吉社条

住吉社四座
絹四疋三丈、絲四絇八兩四銖、綿三屯三兩、木綿三斤十兩、調布八端三丈四尺、庸布一
段一丈三尺、齋人潔衣絁二疋、鮑二斤八兩、堅魚六斤十五兩、腊一斗、鹽五升、海藻九
斤十兩、凝海藻九斤十五兩、筥四合、瓼、缶、水盆、山都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、
匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、陶臼各八口、酒稲二百束、（神税、）

（7 相嘗大依羅社条

大依羅社四座
絹八疋、絲十二絇、綿十二屯、調布十二端、庸布六段、木綿六斤八兩、鮑二斤八兩、腊
五升、堅魚八斤十兩、海藻八斤八兩、凝海藻八斤十兩、鹽四斗、筥四合、瓼、缶、水盆、
山都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、
陶臼各八口、酒稲二百束、（正税、）

（8 相嘗難波社条

難破大社二座
絹四疋、絲六絇、綿六屯、調布六端、庸布一段二丈三尺、木綿二斤、鮑十兩、腊五升、
鹽一斗、堅魚四斤四兩、海藻四斤四兩、凝海藻四斤四兩、筥二合、瓼、缶、水盆、山都
婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤筥坏、小坏、短女坏、陶臼各
六口、酒稲百束、（正税、）

（9 相嘗下照比売社条

下照比売社一座（或号比売許曽社）
絹二疋、絲三絇、綿三屯、調布三端、庸布一段一丈七尺、木綿一斤八兩、鮑十兩、堅魚
十兩、腊五升、海藻二斤十兩、凝海藻二斤二兩、鹽一升、筥一合、瓼、缶、水盆、山都
婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、陶臼
各二口、酒稲五十束、（正税、）

（0 相嘗新屋社条

新屋社一座
絹二疋、絲三絇、綿二屯、調布三端四尺、庸布一段一丈三尺、木綿十斤三兩、鮑十兩、
堅魚二斤十兩、海藻、凝海藻各三斤十兩、腊四升、鹽四升、筥一合、瓼、缶、水盆、山
都婆波、小都婆波、筥甁、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、筥坏、短女坏、小坏、陶
臼各二口、酒稲百束、（正税、）

（（ 相嘗広田社条

廣田社一座
絹二疋、絲一絇一兩、綿三屯、調布三端四尺、庸布一段一丈三尺、木綿一斤十兩、鮑一
斤十兩、堅魚二斤十兩、腊四斤、鹽一升、海藻二斤十兩、筥一合、瓼、缶、水盆、山都
婆波、小都婆波、酒垂、匜、等呂須伎、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、陶臼各二口、
酒稲五十束、（神税、）

（（ 相嘗生田社条

生田社一座
絹二疋、絲一絇一兩、綿三屯、調布三端四尺、庸布一端一丈三尺、木綿一斤十兩、鮑一
斤十兩、堅魚二斤十兩、腊四斤、鹽一升、海藻二斤十兩、筥一合、瓼、缶、水盆、山都
婆波、小都婆波、高盤、片盤、短女坏、匜、等呂須伎、酒垂、筥甁、筥坏、小坏、陶臼
各二口、酒稲五十束、（神税、）

（（ 相嘗長田社条

長田社一座
絹二疋、絲一絇、綿三屯、調布三端四尺、庸布一段一丈三尺、木綿一斤十兩、鮑一斤十
兩、堅魚二斤十兩、腊四斤、鹽一升、筥一合、海藻二斤十兩、瓼、缶、水盆、山都婆波、
小都婆波、酒垂、匜、等呂須伎、筥甁、高盤、片盤、短女坏、筥坏、小坏、陶臼各二口、
酒稲五十束、（神税、）
　已上八箇社、坐攝津國、

（（ 相嘗日前社条 日前社一座
絹四疋、絲三絇四銖、綿八屯五兩、調布六端八尺、木綿二斤八兩、酒稲百束、（神税、）

（5 相嘗国懸社条 國懸社一座
絹四疋、絲三絇四銖、綿八屯五兩、調布六端八尺、木綿二斤八兩、酒稲百束、（神税、）

（6 相嘗伊太祁曽社条 伊太祁曽社一座
絹二疋、絲三絇、調布三端一丈七尺、木綿十三兩、酒稲百束、（神税、）

（7 相嘗鳴神社条

鳴神社一座
絹一疋、絲三絇、調布三端、木綿十三兩、酒稲五十束、（神税、）
　已上四箇社、坐紀伊國、

（0



　右、預相嘗祭之社如前、十一月上夘日祭之、其所須雜物、預申官請受、付祝等奉班、
酒料稲者、用神税及正税、

（8 鎮魂祭条

鎮魂祭（中宮准此、但更不給衣服）
神八座（神魂　高御魂　生魂　足魂　魂留魂　大宮女　御膳魂　辭代主）
大直神一座
大刀一口、弓一張、箭二隻、鈴廿口、佐奈伎廿口、絁一疋、木綿五斤、麻十斤、筥一合、
麁筥一合、明櫃一合、供御飯笥一合、御食料稲二束、案一脚、宇気槽一隻、臼一口、
杵二枚、槲四把、薦一枚、韓竈一具、杓四柄、盆二口、堝四口、裹葉薦一枚、
　右、其日、御巫於官齋院舂稲、簸以麁筥、炊以韓竈、訖即盛藺笥、納櫃居案、神部二
人執向祭所供之、
官人以下装束料（中宮宮主准此）
伯已下史已上七人、宮主一人、（已上蓁摺袍、）亀卜長上二人、弾琴二人、巫部、神部一
人各賜青摺袍一領、袴一腰、史生四人、神部十三人、卜部十二人、使部三人各青摺布
衫一領、已上縫殿縫賜、御巫一人、（中宮東宮御巫准此、）御門巫一人、生嶋巫一人各青
摺袍一領、（表裏別帛三丈、）綿二屯、下衣一領、（表裏別帛三丈、）綿二屯、単衣一領、
（帛三丈、）表裼一腰、（表裏別帛三丈、腰料一丈、）綿二屯、下裙一腰、（表裏別帛三丈、
腰料一丈、）袴一腰、（帛三丈五尺、）綿二屯、単袴一腰、（帛二丈、）帔一條、（帛二丈、）
褶一條、（緋帛四丈、）紐一條、（錦三丈、）髻髪幷襪料細布一丈、領巾紗七尺、櫛二枚、
履一兩、座摩巫一人青摺袍一領、（表裏別帛二丈五尺、）綿一屯、下衣一領、（表裏別帛二
丈五尺、）綿一屯、単衣一領、（帛二丈五尺、）表裙一腰、（表裏別帛三丈、腰料一丈、）
綿一屯、下裙一腰、（表裏別帛三丈、腰料一丈、）袴一腰、（帛一丈五尺、）綿一屯、単
袴一腰、（帛一丈、）帔一條、（帛一丈、）褶一條、（緋帛一丈五尺、）紐一條、（錦一尺、）
領巾六尺、襪料細布五尺、履一兩、
　右、中寅日晡時、（中宮鎮魂同日祭之、）五位已上及諸司官人參集宮内省、式部依例檢
列、大臣若參議已上就西舎座、神祇官人已下神部已上著青摺衣、（官預受備頒給、）率御
巫等、入就廳上座、（御巫南面、伯以下使部以上、東面南上、）内侍持御服自内退出、大
膳職造酒司供八代物同時參、（中宮東宮准此、）縫殿寮令猨女參入、即大臣昇就座、（北面
東上、）喚召使宣、喚式部、召使称唯退出喚之、即判官已上一人進就版位、大臣宣、諸司
令參入、即称唯退出令參入、（五位以上就廳座北面、六位以下分就東西舎座、）坐定、大
臣命召使令喚治部、令歌女參入、又喚大蔵省、令賜鬘木綿、並如上儀、訖神祇伯召御琴
弾某甲、（二人共称唯、）次喚笛工某甲、（二人共称唯、）又命云、御琴笛會之、（四人共称
唯、）先吹笛一曲、即調御琴、歌者始奏、神部於堂上催拍手、御巫及猨女等依例舞、訖即
神祇官五位六位各一人、（中臣、忌部、）及侍従五位以上二人、宮内丞一人、内舎人二人、
大舎人二人、以次進舞於庭、訖就本座、弁官命官掌、喚宮内省、令賜酒食、行酒三坏以
後、拍後手退出、
　巳日晡時、供東宮鎮魂、

（9 新嘗祭条

新嘗祭奠幣案上神三百四座（並大）
社一百九十八所
座別絁五尺、五色薄絁各一尺、倭文一尺、木綿二兩、麻五兩、四座置一束、八座置一束、
楯一枚、槍鋒一竿、社別庸布一丈四尺、裹葉薦五尺、
前一百六座
座別幣物准社法、但除庸布、
　右、中夘日於此官齋院、官人行事、（諸司不供奉、）但頒幣及造供神物料度、中臣祝詞
料准月次祭、

50 忌火祭条

忌火炊殿祭
五色薄絁各四尺、倭文二尺、木綿五兩、麻一斤五兩、鍬四口、米、酒各四升、鮑二斤、
堅魚、海藻、雜海菜各四斤、鹽二升、甁四口、坏四口、食薦一枚、庸布二段、
　右、新嘗祭時、先新造炊殿、依件鎮祭、宮主行事、其旧殿者壊却給宮主、

5（ 新嘗祭料条

供新嘗料
紵一丈二尺、絹二丈二尺、絲四兩、調布三端一丈、曝布一丈二尺、細布三丈二尺、木
綿三斤十兩、刻柄御刀子二枚、長刀子、短刀子各十枚、筥十四合、麁筥二合、明櫃三合、
御飯幷粥米各二斗、粟二斗、陶瓼五口、平居瓶六口、都婆波、酒垂各四口、匜八口、水
埦八口、洗盤六口、筥坏廿口、多志良加四口、鉢八口、叩盆四口、臼二口、土片埦二口、
盞十口、小坏十口、高盤廿口、土手湯盆二口、手洗二口、盆四口、堝十口、火爐二口、
陶坏八口、案十二脚、切机二脚、槌二枚、砧二枚、槲四俵、匏十八柄、小匏二柄、日
蔭二荷、魵鰭槽二隻、油三升、内膳司供雜味物、
　右、依前件、其御贖大殿、忌火、庭火等祭料、並准神今食、

5（ 斎戸祭条
鎮御魂齋戸祭（中宮准此）
絁一疋、五色帛各一尺、絲一絇、綿一屯、倭文一尺、調布三端、庸布三段、木綿、麻
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各二斤、米、酒各一斗、鰒、堅魚、腊、海藻各六斤、鹽二升、瓼、水盆各一口、坏八口、
匏一柄、槲十把、食薦一枚、

5（ 東宮斎戸条

東宮鎮御魂齋戸祭
絁三丈、五色帛各一尺、絲六兩、綿一屯、倭文一尺、調布一端、庸布一段、木綿、麻
各一斤、米、酒各五升、鰒、堅魚、腊、海藻各三斤、鹽二升、瓼、水盆、各一口、坏四
口、匏一柄、槲五把、食薦一枚、
　右、於此官齋院、中臣行事、

5（ 朔日忌火条

毎月朔日忌火庭火祭（中宮東宮庭火准此、但忌火不祭）
五色薄絁各四尺、倭文二尺、木綿四兩、麻大四兩、庸布二段、鍬四口、米、酒各四升、
鰒、堅魚各二斤、腊四升、海藻二斤、鹽二升、瓼二口、坏四口、水盆二口、
　右、宮主於内膳司行事、但東宮於主膳監行之、

55 毎月御麻条
毎月晦日御麻（六月、十二月不在此例）
鐵人像四枚、安藝木綿一斤、麻一斤、庸布一丈四尺、鍬二口、酒、米各二升、稲二束、
鰒、堅魚、海藻各一斤、腊二升、鹽一升、

56 毎月中宮御麻条

中宮晦日御麻（東宮准此）
鐵人像四枚、安藝木綿一斤、（東宮十兩、）麻一斤、庸布一丈四尺、鍬二口、酒、米各二
升、稲二束、鰒、堅魚、海藻各一斤、腊二升、鹽一升、
　右、其日中臣率卜部進候延政門、（並著公服木綿蘰、）大舎人叫門、宮内省入奏、退出
召中臣、称唯捧御麻入就版位、勅曰參來、中臣称唯昇就簀子敷、伝授内侍、降候階下、
内侍進奉、訖授中臣、即執退出、其中宮、東宮奉儀、同六月晦、

57 毎月御贖条

毎月晦日御贖（中宮東宮准此、六月十二月不在此例）
金人像、銀人像各卅二枚、（東宮各八枚、）紫帛四尺、五色帛各五尺、絲一絇、調布一端、
木綿、麻、黄蘗各一斤、米一斗、酒六升五合、鮭二隻、雜盛一篭、鹽二升、坏二口、盆
八口、（東宮四口、）匏一柄、槲十把、食薦一枚、御輿形四具、挿幣木各廿枚、
　右、御巫行事、

（（



【別表③】『延喜式』臨時祭
番号 条文名 本　　文

（ 応祭条 臨時祭
凡常祀之外応祭者、随事祭之、非弁官処分、不得輙預常祭、

（ 霹靂神祭条

霹靂神祭
絹二疋、五色薄絁各六尺、倭文六尺、庸布二段、木綿八兩、麻四斤、鍬二口、鰒四斤、
堅魚六斤、腊四斤、鹽四升、海藻八斤、雜海菜廿斤、米二斗、酒四斗、稲四束、缶、盆
各二口、坏六口、水戸二口、鶏二翼、匏二柄、槲廿把、食薦二枚、輿篭一脚、潔衣布一
端、（已上祭料、）木綿、麻各四斤、庸布四段、鍬四口、鹿皮四張、大刀四口、弓四張、
矢八隻、米四斗、酒六斗、稲四束、鰒、堅魚各六斤、腊六斤、海藻、滑海藻、雜海菜各
廿斤、鹽四升、盆、坏各四口、匏四柄、食薦二枚、（已上解除料、）
　右、荒魂、和魂各中分、並煮粥而祭、若新有霹靂神者、依件鎮祭、移棄山野、

（ 鎮竈鳴祭条

鎮竈鳴祭
絹一疋、絲一絇、五色薄絁各四尺、綿一屯、布一端、庸布二段、倭文二尺、木綿、麻
各一斤、鍬二口、米、酒各一斗、稲二束、鰒六斤、堅魚十一斤十兩、腊四斤六兩、海藻
六斤、鹽三斗、盆一口、坏二口、槲六把、匏二柄、食薦二枚、

（ 鎮水神祭条

鎮水神祭
五色薄絁各二尺、倭文二尺、木綿八兩、麻二斤、鍬四口、米四升、酒八升、稲四束、鰒、
堅魚各二斤、腊一斤十二兩、鹽二升、槲四把、缶二口、坏四口、裹葉薦二枚、布二端、
庸布二段、

5 御竈祭条
御竈祭
五色薄絁各二尺、倭文一尺、木綿三兩、麻六兩、鍬二口、米、酒各二升、鰒一斤、堅
魚二斤二兩、腊十四兩、海藻二斤二兩、鹽一升一合、坏、甁各二口、庸布一丈四尺、

6 御井祭条

御井祭
絹一疋、五色薄絁各四尺、絲一絇、綿一屯、倭文二尺、木綿八兩、麻一斤、布一端、庸
布一段、鍬二口、米、酒各二斗、稲四束、赤小豆二合、東鰒一斤、堅魚二斤、腊四斤、
海藻三斤、鹽三升、瓼二口、盆一口、坏二口、匏二柄、裹葉薦一枚、槲四把、輿篭一脚、
食薦二枚、明衣料調布二丈、夫二人、

7 産井祭条

産井祭
絹一疋、五色薄絁各四尺、絲一絇、綿一屯、倭文二尺、布一端、木綿五兩、麻一斤、
鍬二口、米、酒各二斗、稲四束、赤小豆二合、東鰒一斤、堅魚二斤、腊四斤、海藻三斤、
鹽三升、盆、坏各二口、瓼二口、匏二柄、槲四把、裹葉薦一枚、庸布一段、明衣料調
布二丈、輦篭一腰、夫二人、

8 鎮御在所祭条

鎮御在所祭
絹五疋、五色薄絁各五丈、五色帛各五丈、倭文五丈、布六端、木綿、麻各五兩、鍬十口、
米、酒各五斗、鰒卅六斤、堅魚六十九斤十二兩、烏賊十八斤、腊十三斤二兩、海藻卅斤、
雜海菜卅斤、鹽三斗、盆、坏各五口、匏五柄、槲十把、輿篭二脚、席五枚、食薦五枚、
簀五枚、

9 鎮土公祭条

鎮土公祭
絹一丈、五色薄絁各四尺、倭文四尺、木綿一斤、麻一斤、鍬二口、布一端、庸布二段、
米五升、酒五升、鰒、堅魚各三斤、海藻三斤、腊二斤、鹽二升、盆一口、坏四口、匏一
柄、槲十把、食薦一枚、

（0 御川水祭条

御川水祭
絹四丈五尺、五色薄絁各六尺、布二端、倭文二尺、綿五屯、絲五兩、木綿、麻各五斤、
紙一百張、銭八百文、鍬五口、米、酒糟各五斗、稲五束、大小豆各二升、糯米三斗、鰒、
堅魚各六斤、腊四斤六兩、鮭五隻、海藻八斤、鹽五升、明櫃二合、折櫃五合、坏五十口、
匏五柄、槲一俵、輿篭一脚、席、薦各二枚、食薦五枚、

（（ 鎮新宮地祭

鎮新宮地祭
金、銀各五兩、銅、鐵各五十斤、水玉五十枚、絹五疋、五色帛各五疋、倭文五尺、常布
五端、庸布廿五段、木綿、麻各五十斤、大刀五口、弓五張、矢五隻、鍬六口、钁一口、
鎌二張、鹿皮五張、黄蘗五十斤、米五石、清酒五缶、（各受三斗、）稲二百五十束、鰒五
斤、堅魚五篭、（別受十一斤十兩、）腊五篭、（別受四斤六兩、）海藻五篭、（別受六斤、）
雜海菜五篭、（別受六斤、）鹽五篭、（別受三斗、）缶、横盆各五口、坏廿五口、匏五柄、
槲五十把、薦十枚、絹衣二領、布衣一領、皀蘰頭巾二枚、馬五疋、

御巫等遷替供神装束

「令外祭祀」について（（



（（ 供神装束条

神殿各一宇、（長一丈七尺、廣一丈二尺五寸、）男神衣四領、被四領料緋帛八疋、汗衫四
領、袴四腰料帛二疋、女神衣四領、裙四腰料紫帛五疋二丈、裙腰料緑帛二丈、汗衫四領
料帛一疋二丈、綿五十四屯、帳一條料緋帛三疋、床覆二條、幌一條料黄帛一疋、縫料緋
練絲各二兩、盖代、地代各一條料布二端、床二脚、（長各六尺、廣三尺三寸、）黄端帖二
枚、（長短准床、）韓櫃二合、（塗漆備鎖番打立、）
　右、毎御巫遷替、神殿以下改換、但座摩、御門、生嶋等奉齋神、唯改神殿、不供装束、
其新任御巫、皆給屋一宇、（長二丈、庇二面長各二丈、）

（（ 御禊条

御禊（中宮、東宮准此）
麁御服二具料布二段、五色薄絁各六尺、五色帛各六尺、安藝木綿三斤、凡木綿一斤、
麻二斤、鍬四口、黄蘗十枚、米、酒各二斗、稲四束、鰒、堅魚各六斤、腊二斤、海藻六
斤、雜海菜六斤、鹽四升、盆、坏各八口、匏二柄、槲十把、食薦四枚、輿篭二脚、祝料
庸布二段、朸二枚、夫四人、

（（ 羅城御贖条

羅城御贖（毎世一行、中宮准此）
奴婢八人、馬八疋、鞍八具、綵帛卅疋、倭文八尺、常布八十常、木綿、麻各八十斤、服
八具、被八領、帷八條、幞頭八條、巾子八口、帯八條、履、襪各八兩、鹿皮八張、鍬八
十口、白米八石、酒八缶、（別受三斗、）稲八百束、鰒、堅魚各八篭、（別受六斤、）雜腊
八篭、（別受四斤六兩、）海藻、滑海藻各八篭、（別受六斤、）海松八篭、鹽八石、匏八柄、
盞八十口、坩八口、槲八俵、薦八枚、食薦八枚、短帖一枚、簀一枚、

（5 八衢祭条
八衢祭（中宮、東宮減半）
大刀八口、弓八張、箭八具、鞆八枚、五色薄絁絁疋、腊、海藻、海松、滑海藻各八篭、
（別受六斤、）棚四脚、

（6 行幸時祭条 行幸時祭（若不経宿不祭）

（7 行幸神幣条
路次神幣
大社別五色薄絁各一尺、絹五尺、絲一絇、綿一屯、木綿二兩、麻五兩、裹葉薦五尺、小
社別五色薄絁各一尺、絹三尺、絲一絇、綿一屯、木綿二兩、麻五兩、裹葉薦三尺、

（8 行幸堺祭条
堺祭
堺別倭文一尺、木綿五兩、麻八兩、鍬二口、米、酒各四升、鰒、堅魚各二斤、腊二斤、
海藻二斤、鹽二升、甁、坏各二口、柏四把、食薦一枚、

（9 行幸大殿祭条 大殿祭
安藝木綿八兩、八足机一脚、米、酒各一升、筥一合、甁、坏各一口、

（0 行幸御井御竈祭条
御井幷御竈祭
五色薄絁各三尺、倭文一尺、木綿三兩、麻二兩、鍬一口、米、酒各一升、鰒、堅魚各一
斤、腊一升、海藻一斤、鹽一升、甁、坏各一口、食薦一枚、柏四把、

（（ 行幸中宮御竈祭条
中宮御竈祭（東宮准此）
五色薄絁各一尺、倭文五寸、木綿一兩、麻二兩、鍬一口、米、酒各一升、鰒、堅魚各一
斤、腊一斤、海藻一斤、鹽一升、甁、坏各一口、

（（ 八十嶋神祭条

八十嶋神祭（中宮准此）
五色帛各一疋二丈、絁一疋二丈、絲卅絇、綿卅屯、倭文一端三丈八尺、木綿、麻各卅斤、
庸布十段、紙二百張、挿幣木一百廿枝、麁御服八具料庸布八段、御輿形卌具覆料紫帛四
丈、鍬卌口、銭三貫文、（二貫文散料、一貫文雜鮮魚菓子直、）金銀人像各八十枚、金塗
鈴八十口、鏡八十二面、（二面五寸、八十面一寸、）玉一百枚、大刀一口、弓一張、矢五
十隻、胡簶一具、黄蘗八十枚、盆、堝各廿口、坏八十口、米、酒各一石、糟八斗、缶六
口、鰒、堅魚、腊、海藻各八篭、鮭五十隻、鹽五篭、槲二俵、稲廿束、席、薦各八枚、
食薦八枚、輿篭五脚、明櫃四合、匏十柄、祝詞料絁二疋、調布二端、

（（ 東宮八十嶋祭条

東宮八十嶋祭
五色帛各二丈、絁二丈、絲八絇、綿八屯、倭文二丈、木綿、麻各八斤、庸布四段、紙五
十張、麁服八具料庸布四段、輿形廿具覆料紫帛二丈、鍬八口、銭六百文、（二百文散料、
四百文鮮魚菓子料、）挿幣帛木六十枝、金銀人像各卅枚、金塗鈴卅口、鏡卌面、（二面径
五寸、卅八面径一寸、）大刀一口、弓一張、矢五十隻、胡簶一具、黄蘗廿枚、盆、堝各八
口、坏卌口、米、酒各四斗、缶二口、鰒、堅魚、腊、海藻、鹽各二篭、鮭十隻、槲廿把、
稲四束、席、薦各二枚、食薦二枚、輿篭二脚、明櫃二合、匏二柄、夫四人、祝詞料絁一
疋、調布二端、
住吉神四座、大依羅神四座、海神二座、垂水神二座、住道神二座、
座別五色帛各五尺、絹五尺、絲一絇、綿一屯、倭文一尺、裹料布三尺、住吉社神主料
絹一疋、祝幷大依羅祝料各布二端、垂水社祝布二端、海神住道社祝布各一端、御巫生嶋
巫各絹二疋、布二端、擔夫十人、
　右、八十嶋祭御巫、生嶋巫、幷史一人、御琴弾一人、神部二人、及内侍一人、内蔵

（（



属一人、舎人二人、赴難波津祭之、

（（ 宮城疫神祭条

宮城四隅疫神祭（若応祭京城四隅准此）
五色薄絁各一丈六尺、（等分四所、已下准此、）倭文一丈六尺、木綿四斤八兩、麻八斤、
庸布八段、鍬十六口、牛皮、熊皮、鹿皮、猪皮各四張、米、酒各四斗、稲十六束、鰒、
堅魚各十六斤、腊二斗、海藻、雜海菜各十六斤、鹽二斗、盆四口、坏八口、匏四柄、槲
十六把、薦四枚、藁四圍、楉棚四脚、（各高四尺、長三尺五寸、）朸一枝、

（5 畿内疫神祭条

畿内堺十処疫神祭（山城與近江堺一、山城與丹波堺二、山城與攝津堺三、山城與河内堺
四、山城與大和堺五、山城與伊賀堺六、大和與伊賀堺七、大和與紀伊堺八、和泉與紀伊
堺九、攝津與播磨堺十、）
堺別五色薄絁各四尺、倭文四尺、木綿、麻各一斤二兩、庸布二段、金鐵人像各一枚、鍬
四口、牛皮、熊皮、鹿皮、猪皮各一張、稲四束、米、酒各一斗、鰒、堅魚、海藻、滑海
藻各四斤、雜海菜四斤、腊五升、鹽五升、水盆一口、坏二口、匏一柄、槲四把、薦一枚、
藁一圍、輿篭一脚、朸一枝、擔夫二人、（京職差徭充之、）

（6 祈雨神祭条

祈雨神祭八十五座（並大）
賀茂別雷社一座　賀茂御祖社二座　松尾社二座　稲荷社三座　水主社十座　樺井社一座　
木嶋社一座　羽束石社一座　乙訓社一座　和岐社一座　貴布祢社一座（已上山城國）
大和社三座　大神社一座　石上社一座　太社二座（或作多社、）　一言主社一座　片岡
社一座　廣瀬社一座　龍田社二座　巨勢山口社一座　葛木水分社一座　賀茂山口社一座　
當麻山口社一座　大坂山口社一座　膽駒山口社一座　瞻駒社一座　石村山口社一座　耳
成山口社一座　養父山口社一座　都祁山口社一座　都祁水分社一座　長谷山口社一座　
忍坂山口社一座　宇陀水分社一座　飛鳥社四座　飛鳥山口社一座　畝火山口社一座　吉
野山口社一座　吉野水分社一座　丹生川上社一座（已上大和國）
枚岡社四座　恩智社二座（已上河内國）
大鳥社一座（和泉國）
住吉社四座　大依羅社四座　難波大社二座　廣田社一座　生田社一座　長田社一座　新
屋社三座　垂水社一座　名次社一座（已上攝津國）
座別絹五尺、五色薄絁各一尺、絲一絇、綿一屯、木綿二兩、麻五兩、裹薦半枚、毎社調
布二端、（軾料、）夫一人、丹生川上社、貴布祢社各加黒毛馬一疋、自餘社加庸布一段、
其霖雨不止祭料亦同、但馬用白毛、

（7 丹生川上神条 凡奉幣丹生川上神者、大和社神主随使向社奉之、

名神祭二百八十五座
園神社一座　韓神社二座（已上坐宮内省、）
賀茂別雷神社一座　賀茂御祖神社二座　松尾神社二座　稲荷神社三座　貴布祢神社一座　
鴨川合神社一座　御井神社一座　葛野月読神社一座　木嶋坐天照御魂神社一座　平野神
社四座　梅宮神社四座　乙訓神社一座　酒解神社一座（亦号山崎神、已上山城國、）
春日神社四座　大和神社三座　石上神社一座　多坐神社二座（或号大社、）　飛鳥神社四
座　高市御県神社一座　気吹雷神社二座　大神神社一座　太玉神社四座　穴師神社一座　
高屋安倍神社三座　大名持御魂神社一座　丹生川上神社一座　金峯神社一座　鴨神社二
座　葛木御歳神社一座　葛木一言主神社一座　高鴨神社四座　高天彦神社一座　葛木火
雷神社二座　片岡神社一座　火幡神社一座　廣瀬神社一座　龍田神社二座　平群坐紀氏
神社一座（已上大和國）
恩智神社二座　枚岡神社四座　杜本神社二座　飛鳥戸神社一座（已上河内國）
大鳥神社一座（和泉國）
住吉神社四座　大依羅神社四座　難波生國魂神社二座　比売許曽神社一座（亦号下照比
売）　新屋神社三座　垂水神社一座　廣田神社一座　生田神社一座　長田神社一座（已上
攝津國）
阿射加神社三座　多度神社一座（已上伊勢國）
大神「神」社一座（或大作多、）　真墨田神社一座　大県神社一座　熱田神社一座　日割
御子神社一座　孫若御子神社一座　高座結御子神社一座（已上尾張國）
角避比古神社一座　敬満神社一座（已上遠江國）
浅間神社一座（駿河國）
三嶋神社一座　伊古奈比咩命神社一座　物忌奈命神社一座　阿波命神社一座　楊原神
社一座（已上伊豆國）
寒川神社一座（相模國）
氷川神社一座　金佐奈神社一座（已上武蔵國）
安房神社一座（安房國）
玉前神社一座（上總國）
香取神宮一座（下總國）
鹿嶋神宮一座　大洗磯前薬師菩薩神社一座　静神社一座　筑波山神社一座　吉田神社一
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（8 名神祭条

座　酒烈礒前薬師菩薩神社一座　稲田神社一座（已上常陸國）
小野神社二座　日吉神社一座（比叡神同、）　佐久奈度神社一座　建部神社一座　川田神
社二座　御上神社一座　奥津嶋神社一座　伊香神社一座　水尾神社二座（或水作三、
已上近江國）
仲山金山彦神社一座（美濃國）
南方刀美神社二座　穂高神社一座　生嶋足嶋神社二座（已上信濃國）
貫前神社一座（或作抜鋒、）　伊加保神社一座　赤城神社一座（已上上野國）
二荒神社一座（下野國）
都都古和気神社一座　苅田嶺神社一座　志波彦神社一座　鼻節神社一座　志波姫神社一
座　伊達神社一座　東屋沼神社一座　零羊崎神社一座　拝幣志神社一座　計仙麻神社一
座　多珂神社一座　伊佐須美神社一座　宇奈己呂和気神社一座　大高山神社一座　子負
嶺神社一座（已上陸奥國）
大物忌神社一座　月山神社一座（已上出羽國）
若狹比古神社二座（若狹國）
気比神社七座　大虫神社一座（已上越前國）
気多神社一座（能登國）
伊夜比古神社一座（越後國）
出雲神社一座　小川月神社一座　麻気神社一座　櫛石窓神社二座（已上丹波國）
大川神社一座　篭神社一座　大虫神社一座　小虫神社一座　大宮売神社二座（已上丹後
國）
粟鹿神社一座　夜夫神社二座　伊豆志神社八座　山神社一座　戸神社一座　雷神社一座　
㯮椒神社一座　海神社一座（已上但馬國）
宇倍神社一座因幡國　熊野神社一座　杵築神社一座（已上出雲國）
由良比女神社一座　宇受加命神社一座　水若酢命神社一座　伊勢命神社一座（已上隠岐
國）
海神社三座　粒坐天照神社一座　中臣印達神社一座　家嶋神社一座　伊和神社一座
（已上播磨國）
中山神社一座（美作國）
安仁神社一座（備前國）
吉備津彦神社一座（備中國）
速谷神社一座　伊都岐嶋神社一座　多家神社一座（已上安藝國）
住吉荒御魂神社三座（長門國）
丹生都比女神社一座　日前神社一座　國懸神社一座　伊太祁曽神社一座　大屋都比売神
社一座　都麻都比売神社一座　鳴神社一座　伊達神社一座　志磨神社一座　静火神社一
座　須佐神社一座（已上紀伊國）
淡路伊佐奈岐神社一座　大和大國魂神社一座（已上淡路國）
大麻比古神社一座　天日鷲神社一座（已上阿波國）
粟井神社一座（讃岐國）
村山神社一座　大山積神社一座　野間神社一座　阿治美神社一座（已上伊与國）
宗像神社三座　住吉神社三座　志加海神社三座　八幡神社一座　筑紫神社一座　竈門神
社一座　美奈宜神社三座（已上筑前國）
高良玉垂命神社一座　豊比咩神社一座（已上筑後國）
八幡比売神社一座（豊前國）
田嶋坐神社一座（肥前國）
健磐龍命神社一座（肥後國）
住吉神社一座　兵主神社一座　月読神社一座　中津神社一座　天手長男神社一座　天手
長比売神社一座（已上壱岐嶋）
和多都美神社一座　和多都美御子神社一座　高御魂神社一座　和多都美神社一座　太祝
詞神社一座　住吉神社一座（已上對馬嶋）
座別絁五尺、綿一屯、絲一絇、五色薄絁各一尺、木綿二兩、麻五兩、裹料薦廿枚、若有
大祷者、加絁五丈五尺、以布一端代絲一絇、

（9 遣蕃國使祭条

遣蕃國使時祭（使還之日准此）
五色薄絁各三疋四丈八尺、絁四疋、倭文二端、木綿十五斤、麻十五斤、布十六端、明衣
料庸布六段、鰒、堅魚各十連、鮭廿隻、腊十篭、海藻二篭、鮨二斗四升二合、鹽二升四
合二勺、缶四口、甁五口、坏二百口、槲二俵、白米二斗、飯二石、酒一石、（副案、壷、
盞、匏、篩等、）葉薦廿枚、
　右、擬発使者、惣祭天神地祇於郊野、祭庭當國司掃脩其地、又所司葺苫幷設座、所須
雜物、神祇官申官請、其酒肴等、所司各儲會集祭所、神祇官率神部等（並著明衣、）行祭
事、大使自陳祝詞、神部奠幣、訖大使已下各供私幣、（神部執奠神座、）

造遣唐使舶木霊幷山神祭
五色玉二百八十丸、金作鈴四口、鏡四面、絲一絇、絁一疋六尺、綿一屯、五色薄絁各一
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（0 遣唐舶木霊祭条 丈四尺、倭文三尺、木綿一斤八兩、鍬四口、裹薦二枚、（已上京庫所請、）麻一斤八兩、
白米一斗四升、稲六束、酒一斗四升、鹽八升、鰒、堅魚各六斤、海藻、滑海藻、海松、
雜海菜各八斤、（已上用正税、）酒盞六口、坏四口、匏三柄、柏廿六把、棚二前已上用當
國物、使一人、（中臣氏、）

（（ 開舶居祭条
開遣唐舶居祭（住吉社）
幣料絹四丈、五色薄絁各四尺、絲四絇、綿四屯、木綿八兩、麻一斤四兩、
　右、神祇官差使、向社祭之、

（（ 唐客入京祭条
唐客入京路次神祭
幣帛絁五尺、絲一絇、綿一屯、五色薄絁各一尺、木綿二兩、麻三兩、裹料薦四枚、（已上
幣前別所充、）差使二人、（畿内外國各一人、並中臣、）

（（ 蕃客送祭条

蕃客送堺神祭
五色薄絁各四尺、倭文二尺、木綿、麻各二斤、庸布四段、鍬四口、牛皮、熊皮、鹿皮、
猪皮各二張、酒二斗、米四升、鰒、堅魚各二斤、海藻四斤、腊八升、鹽四升、稲十二束、
水盆二口、坏四口、匏二柄、薦二枚、藁四圍、槲八把、（已上祭料、）木綿四兩、麻一斤、
酒六升、米四升、鰒、堅魚各一斤、雜海菜二斤、腊一斤、鹽一升、水盆、坏各二口、
匏一柄、食薦二枚、槲十把、輦篭一口、朸一枝、夫二人、（已上祓料、）
　右、蕃客入朝、迎畿内堺、祭却送神、其客徒等、比至京城、給祓麻、令除乃入、

（（ 障神祭条

障神祭、
五色薄絁各一丈二尺、倭文一丈二尺、木綿、麻各十二斤、庸布八段、熊皮、牛皮、鹿皮、
猪皮各四張、鍬十六口、米、酒各四斗、稲十六束、鰒、堅魚、海藻各八斤、腊、鹽各二
斗、水盆四口、坏八口、匏四柄、槲十二把、薦四枚、（五色薄絁以下四所等分、）
　右、客等入京、前二日、京城四隅爲障神祭、

（5 負幸物条

賜出雲國造負幸物
金装横刀一口、絲廿絇、絹十疋、調布廿端、鍬廿口、
　右、任國造訖、弁一人、史一人、就神祇官廳、（弁座設伯座上、即弁入自西就座、史座
設前敷、其史入自東就座、）次伯已下祐已上、以次就座、史一人、大蔵録一人、入自南門
就座、（録座設前敷、）史唱官掌仰云、喚出雲國司幷國造、官掌率國司國造就版位、（國造
就版位、國司次立、官掌立西、若國司五位者就座、）史亦喚神部、神部一人進、（著本綿
鬘幷手繦、）就大刀案下跪之、于時弁宣云、出雲之國造〈止〉今定給〈幣留〉姓名〈爾〉、
賜負幸之物〈久止〉宣、國造称唯、再拝兩段、拍手兩段、訖進大刀案下跪之、神部取大
刀授之、拍手賜之、（拍手兩段、）退授後取之人、即就版位、次大蔵録喚國造、國造就跪
禄下、後取一人進、先取絲給國造、拍手一度、賜而授於後取、後取退立本列、絹布鍬亦
如之、國造退就版位、更取大刀出、（後取前立、國造後立、其國造者、喚名及給禄之時、
毎度称唯、）次録、次本官、次史、次弁退出、

（6 神寿詞条

國造奏神寿詞
玉六十八枚、（赤水精八枚、白水精十六枚、青石玉卌四枚、）金銀装横刀一口、（長二尺六
寸五分、）鏡一面、（径七寸七分、）倭文二端、（長各一丈四尺、廣二尺二寸、並置案、）白
眼鴾毛馬一疋、白鵠二翼、（垂軒、）御贄五十舁、（舁別盛十篭、）
　右、國造賜負幸物、還國潔齋一年、（齋内不決重刑、若當校班田者亦停、）訖即國司率
國造諸祝部幷子弟等入朝、即於京外便処、修餝献物、神祇官長自監視、預卜吉日、申官
奏聞、宣示所司、又後齋一年更入朝、奏神寿詞如初儀、（事見儀式、）

（7 国造給禄条

凡國造奏神寿詞日之平旦、神祇官試國造奏事、給座料調薦五枚、奏神賀齋一日在前申官、
國造已下、祝、神部、郡司、子弟五色人等給禄、但其人數、臨時所申、無有定額、禄法、
國造絹廿疋、調布六十端、綿五十屯、祝、神部不論有位無位、各調布一端、郡司各二端、
子弟各一端、

（8 御贖物条 凡御贖物者、毎月十五日以前移於所司、廿七日受備供之、

（9 祭大祓料条 凡諸祭、幷二季大祓等料物者、五日備供之、

（0 東西文部条 凡東西文部等上大祓大刀者、取諸司主典已上者、

（（ 御贖小竹条 凡六月、十二月晦日御贖料小竹者、月廿五日以前申弁官、令山城國採進之、

（（ 宮主卜部条
凡宮主取卜部堪事者任之、其卜部取三國卜術優長者、（伊豆五人、壱岐五人、對馬十人、）
若取在都之人者、自非卜術絶群、不得輙充、其食人別日黒米二升、鹽二勺、妻別日米一
升五合、鹽一勺五撮、

（（ 御巫条 凡御巫、御門巫、生嶋巫各一人、（其中宮東宮唯有御巫各一人、）取庶女堪事充之、但考
選准散事宮人、

（（ 座摩巫条 凡座摩巫、取都下國造氏童女七歳已上者充之、若及嫁時、申弁官充替、
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（5 御巫時服条 凡諸御巫者、各給夏時服絁一疋、冬不給、其食人別日白米一升五合、鹽一勺五撮、

（6 戸座条 凡戸座取七歳已上童男卜食者充之、若及婚時、申弁官充替、

（7 神司遭喪条 凡諸神宮司及神主等、未満六年、遭喪解任、不得補替、仍令祝部行事、服闋之日、復任
満限、其祢宜、祝部、一補之後、不須輙替、

（8 神戸百姓条 凡神戸百姓、不得輙令得度、

（9 触穢応忌条 凡触穢悪事応忌者、人死限卅日、（自葬日始計、）産七日、六畜死五日、産三日、（鶏非忌
限、）其喫宍三日、（此官尋常忌之、但當祭時、餘司皆忌、）

50 弔喪条 凡弔喪、問病、及到山作所、遭三七日法事者、雖身不穢、而當日不可參入内裏、

5（ 改葬傷胎条 凡改葬及四月已上傷胎、並忌卅日、其三月以下傷胎忌七日、

5（ 致散斎条 凡祈年、賀茂、月次、神嘗、新嘗等祭前後散齋之日、僧尼及重服奪情従公之輩、不得參
入内裏、雖軽服人、致齋幷散齋之日、不得參入、自餘諸祭齋日、皆同此例、

5（ 無服殤条 凡縁無服殤請暇者、限日未満、被召參入者、不得預祭事、

5（ 懐妊月事条 凡宮女懐妊者、散齋日之前退出、有月事者、祭日之前、退下宿廬、不得上殿、其三月、
九月潔齋、預前退出宮外、

55 甲乙触穢条
凡甲処有穢、乙入其処、（謂著座、下亦同、）乙及同処人皆爲穢、丙入乙処、只丙一身爲
穢、同処人不爲穢、乙入丙処、人皆爲穢、丁入丙処不爲穢、其触死葬之人、雖非神事月、
不得參著諸司幷諸衛陣及侍従所等、

56 一司穢条 凡宮城内一司有穢、不可停廃祭事、

57 触失火条 凡触失火所者、當神事時忌七日、

58 神税等帳条 凡諸國神税調庸帳、及神戸計帳、祝部等名帳、毎年勘造送此官、計會知実、即付返抄、

59 神社修理条 凡諸國神社随破修理、但攝津國住吉、下總國香取、常陸國鹿嶋等神社正殿、廿年一度改
造、其料便用神税、如無神税、即充正税、

60 神社四至条 凡神社四至之内、不得伐樹木、及埋蔵死人、

6（ 鴨社南辺条 凡鴨御祖社南辺者、雖在四至之外、濫僧屠者等、不得居住、

6（ 神戸調庸条 凡神戸調庸充祭料幷造神社及供神調度、但田租貯爲神税、

6（ 預名神官社条 凡諸神預名神、官社等者、待官符下、更修下國符、請内印、

6（ 大神宮幣帛条 凡内侍調備大神宮幣帛之所者、官人率神部、當日早旦參向、相共供事、

65 祭料楯板条

凡祈年、月次、神今食、新嘗等祭料楯板、置座木等之類、仰五畿内諸國神戸百姓、令採
進之、（山城國楯板二百枚、大和國四百枚、置座木一萬二千五百隻、攝津國楯板三百九十
枚、置座木一萬二千隻、河内國楯板二百卌枚、置座木一萬二千隻、又靫編戸百姓等置座
木一千八百卅二隻、和泉國楯板百十一枚、）

66 婆波加木条 凡年中御卜料婆波加木皮者、仰大和國有封社、令採進之、

67 兆竹条 凡年中御卜料兆竹者、植於官中閑地臨事採用、

68 箟条 凡年中祭祓料所須箟千三百六十四隻者、大和國以神税交易、十月以前進之、

69 交易雑皮条 凡伊豆、紀伊兩國以神税交易所進祭料雜皮八十五張、（伊豆國、熊皮五張、猪皮十張、鹿
皮卅張、紀伊國、熊皮五張、猪皮五張、鹿皮卅張、）並付貢調使進此官、即與諸司出納、

70 雑弓条 凡甲斐、信濃兩國所進祈年祭料雜弓百八十張、（甲斐國槻弓八十張、信濃國、梓弓百張、）
並十二月以前差使進上、

7（ 弓矢大刀条 凡但馬、因幡、美作三國以神税交易所進之弓矢、大刀者、充臨時祭祓料、（但馬、因幡兩
國、各弓廿八張、征矢五十隻、美作國、大刀三柄、征矢五十隻、）

7（ 鉾木条 凡桙木千二百卌四竿、讃岐國十一月以前差綱丁進納、

7（ 荒筥条 凡因幡、伯耆兩國所進相嘗祭料荒筥八十八合、（國別卌四合、）毎年以神税交易、十月以
前差使進上、

7（ 富岐玉条 凡出雲國所進御冨岐玉六十連、（三時大殿祭料卅六連、臨時廿四連、）毎年十月以前令意
宇郡神戸玉作氏造備、差使進上、

75 薦条 凡薦三百七十八枚、攝津國以神税交易送此官、充年中祭料、

76 亀甲条
凡年中所用亀甲、惣五十枚爲限、（紀伊國中男作物十七枚、阿波國中男作物十三枚、交易
六枚、土佐國中男作物十枚、交易四枚、）但齋内親王遷入野宮用料亀甲十三枚、臨時申弁
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官仰所出國、送納此官、毎月充之、

77 諸国神税条 凡諸國所進神税、交易雜物、幷伊勢國度會、多気、飯野三郡浪人調庸等者、校此官諸司
出納、

78 薗韓神封条 凡園、韓神兩社讃岐國封戸調庸租米者、送納此官充修社料、

79 三社神税穀条 凡鴨御祖、別雷、熱田三社神税穀者、社用之外不得他用、雖充社用、申弁官待報、

80 松尾社封条 凡松尾社因幡國封租穀者、停収此官、収社充供神料、

8（ 枚岡社封条 凡枚岡社武蔵國封戸調庸租穀者、停収此官、収社充修社料、

8（ 石上社封条 凡石上社備後國封租穀者、収社家、充夏冬祭料、

8（ 住吉社封条 凡住吉社長門國封租穀者、令封戸徭夫運送、除運功之遺、令進徭分、用修社料、但豊浦
郡封戸徭夫者、便留充御蔭社、

8（ 香取楽人装束条
凡香取神宮楽人装束者、令國司付領、若有欠失、拘其解由、（楽人六人料、袍六領、襖子
六領、汗衫六領、白袴六腰、襪六兩、舞妓八人料、袷衣八領、単衣八領、袴八腰、裳八
腰、絹帯八條、襪八兩、）

85 石上社鑰条 凡石上社門鑰一勾、匙二口、納官庫、臨祭在前、遣官人、神部、卜部各一人、開門掃除
供祭、自餘正殿幷伴佐伯二殿匙各一口、同納庫不得輙開、

86 春日等社鑰条 凡春日、廣瀬、龍田等社庫、鑰匙者、納置官庫、祭使官人臨祭請取、事畢返納、

87 熱田社読経条 凡尾張國熱田社、毎年春秋二節、節別屈僧六十四口、転読金剛般若経一千巻、其布施供
養、以神封物充之、

88 官人季禄条 凡官人季禄、馬料、要劇幷供奉神事官人装束、宮主、神琴師、亀卜長上季禄、馬料、月
粮及卜部御巫等衣服者、以神税充之、（但宮主月粮以官田給之、）

89 不仕粮条 凡不仕卜部粮米者、充官中雜用、

90 史生等粮条 凡史生二人、官掌一人、神部四人粮米者、以神税物充之、月別各白米一斗五升、

9（ 平野神殿守条 凡平野神殿守者、以山城國徭丁一人充之、

9（ 薗韓神殿守条 凡園、韓神社神殿守者、以封丁一人充之、其月粮者、以神封庸米内給之、月別六斗、

9（ 八幡宮司条 凡八幡神宮司、以大神、宇佐二氏補之、不得雜補他氏、

9（ 禰宜祝闘打条 凡祢宜、祝與人闘打、及有他犯、詳其由移送此官、國司勿輙決罸、

95 神宮司季禄条
凡諸神宮司、祢宜季禄者、伊勢太神宮祢宜准従七位官、度會宮祢宜准従八位官、（並以神
郡神税給之、）下總國香取神宮司、常陸國鹿嶋神宮司、越前國気比神宮司、並准従八位官、
（並以封戸物充之、）能登國気多神宮司准少初位官、（以神封給之、）

「令外祭祀」について（9




